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第 ２ 回 

福島県原子力発電所の廃炉に関する安全確保県民会議 

議  事  録 

 

日時：平成２５年１１月１５日（金）13:00～16:15 

場所：サンパレス福島 ４階 「クラブ・シンフォニーＳ」 

 

○司会 

只今から、第２回福島県原子力発電所の廃炉に関する安全確保県民会議を開催します。 

はじめに、福島県県生活環境部 古市次長からあいさつを申し上げます。 

 

○古市県生活環境部次長 

皆様にはお忙しい中、御出席いただきまして誠にありがとうございます。 

東日本大震災が発生してから２年８か月が経過しましたが、未だに１４万人を超える多

くの方が県内外に避難を余儀なくされているなど、依然として厳しい状況が続いており、

こうした中、皆様には、復旧、復興に向けて、日頃から御尽力・御協力をいただいており

ますことに対しまして、この場をお借りし感謝を申し上げます。 

申すまでもなく、原子力発電所の廃炉作業が安全かつ着実に進められることが本県の復

旧・復興の大前提でありますので、国及び東京電力には、国家の非常事態であるとの認識

のもと、総力を挙げてスピード感を持って取り組んでいただくことが県民の願いでありま

す。 

県におきましては、汚染水問題などのトラブルが相次ぎ県民の不安を招くような状況に

あることを踏まえ、廃炉安全監視協議会の専門委員に新たに３名の専門家を加えた他、１

０月１日には原子力工学の専門家である会津大学の角山学長に、廃炉に向けた取組みの監

視について助言や指導、提言を受けるための原子力対策監に就任いただくなど監視体制の

強化を図ったところであり、適時に現地調査を行うなど今後の廃炉作業の取組みをさらに

しっかりと確認してまいりたいと思います。 

さて、この廃炉安全確保県民会議につきましては、廃炉に向けた取組みが安全かつ着実

に進展するよう、県民の皆様の目からも確認していただくことを目的として立ち上げたも

のでございます。８月４日に第１回の会議を開催し、皆様から様々な御意見をいただきま

したが、本日の第２回の会議では、当面の重要なテーマとして、汚染水対策と福島第一原

発４号機からの燃料の取出しに絞って、皆様から率直な御意見をお願いしたいと存じます。 

皆様からいただきました御意見につきましては、廃炉安全監視協議会において、引き続

き国や東京電力への要請、申入れに反映してまいりたいと考えておりますので、忌憚のな

い御意見をくださいますようお願い申し上げまして、冒頭の挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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○司会 

次に、本日出席いただいた方々の紹介をさせていただきます。御手元の出席者名簿を御

覧ください。会議の構成員としまして、関係市町村の住民の皆様１０名、各種団体の方々

１３名、学識経験者ということで渡邊議長含め２名に御出席いただいております。また、

構成員の皆様の他に、内閣府廃炉・汚染水対策チーム、原子力規制庁、東京電力に出席い

ただいております。時間の関係で、御一人御一人の名前の紹介は省略させていただき、こ

の名簿で代えさせていただきますので、御容赦いただきたいと思います。 

続きまして、配布しております資料の確認をお願いしたいと思います。まず、次第、出

席者名簿、席次表がございます。資料は１から７までございまして、基本的に左上に資料

番号が振ってございます。まず、資料１「中長期ロードマップの進捗状況」、Ａ３横の資料

でございます。続きまして資料２「汚染水の状況と対策について」ということで、こちら

もＡ３横のもの。次に資料３－１「４号機の燃料取出しについて」というものでこちらも

Ａ３の横のものと、その参考資料といたしまして資料３－２「４号機の燃料取出しについ

て」というＡ４縦のもの。続きまして資料４－１「福島第一原発の緊急安全対策」という

Ａ３横のものと、その参考資料といたしまして資料４－２のＡ４縦のもの。続きまして資

料５－１「汚染水対策現地調整会議の対策の実施状況」というＡ３横のものと、資料５－

２「汚染水対策現地調整会議の課題に対する管理表」というＡ３横のもの。資料６といた

しまして「東京電力に対する追加意見等」というＡ４横のもの。最後でございますが資料

７「要望、申入れの対応状況」というＡ４縦のものになってございます。不足されている

方はいらっしゃいますか。 

ないようですので、それでは議事に移りたいと思います。これ以降の進行につきまして

は、議長の渡邊先生にお願いしたいと存じます。先生よろしくお願いいたします。 

 

○議長 

皆様こんにちは。第２回の安全確保県民会議ということでお集まりいただきましてあり

がとうございます。まず最初にお話をしておきたいと思いますが、県民会議は皆様の日頃

考えている不安や疑問ということに、直接国や事業者に答えていただき、その不安や疑問

点を解決することが、基本的には廃炉の安全につながるということがこの会議のポイント

であります。そういう意味では、ぜひ本日も忌憚のない御意見をいただければというふう

に思います。 

ただ、会場の都合で後に日程が入っておりまして、かなりタイトでございます。したが

いまして、ぜひ、御発言あるいは御説明については、要領よく行っていただきますようお

願いをしてあいさつに代えたいと思います。 

それでは早速本日の議事に移りたいと思いますが、まず、本日の議事に入る前に、前回

第１回の時にお願いをしておりましたことがいくつかございます。１つ目は、県民会議の

第１回の会議の中でまとめさせていただいた東京電力あるいは資源エネルギー庁、原子力

規制庁へのお願い、意見。それから、大変申し訳なかったんですが、第１回での説明が長

くなり、十分皆様の御意見を聞くことができませんでしたので、メール等でお集めいたし

ました皆様の御意見等に対する回答はどういうものかということが議題前の２つ目でござ
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います。３つ目は、この県民会議が、直接何かを要求できるというような権限を持ってい

るわけではないということは、前回の会議でもお話がありましたけれども、あくまでも廃

炉安全監視協議会を通じて要望していく、あるいは県知事、県生活環境部長を通じて国や

事業者に要望していく、そういう位置付けになってございます。したがいまして、この県

民会議の中で募った意見、あるいは要望が、この間どんなふうに国や事業者のほうへ反映

されたのかということについても御説明をいただいて、本日の議題に移っていきたいとい

うふうに思います。 

それでは第１回会議の確認ということで、ちょっと御時間をいただきたいというふうに

思います。東京電力さんには、この会議として、「遅延のない情報提供・分かりやすい情報

内容の工夫」、それから「県民に分かりやすいロードマップの作成」、という２点と、もう

一つ３点目として「汚染水対策の早急な対応」ということをお願いしておりました。「汚

染水対策の早急な対応」については本日の議題になっておりますので、後で議題の中でや

りたいと思います。したがいまして２つ、「情報内容の工夫」と「ロードマップ」につい

て、要領よく御説明いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○東京電力（石崎氏） 

東京電力の福島復興本社代表の石崎でございます。本日はこういう機会を与えていただ

きましてありがとうございます。そして２年８か月以上、私どもの事故で大変な御迷惑、

御苦労をおかけしていること、改めまして深くお詫び申し上げます。本当に申し訳ござい

ません。 

議長から御指摘がいただいた点について、早速御説明をさせていただきます。 

 

○東京電力（林氏） 

それでは着座のままで大変失礼いたします。議長から御指摘いただいた点につきまして

御回答させていただきます。 

資料６で整理をしたいと思います。そちらを使わせていただいてよろしいでしょうか。 

 

○議長 

できるだけ短時間でお願いしたいと思います。 

 

○東京電力（林氏） 

資料６の２枚目でございますが、ページ数３でございまして、項目で１４番「情報公開

は迅速に率直に行ってほしい」そういった御意見に対する回答の記載がこちらにございま

す。 

発電所の状況等につきましては、本店並びに福島復興本社にて定例記者会見を実施して

ございます。また、必要に応じまして、臨時の会見等を実施して遅延なく情報発信を行っ

ているところでございます。さらにホームページ等に各種の情報掲載をするなど、県民の

皆様が不安を払拭いただけるよう引き続き取り組んでまいります。 

一方で、通報連絡及びマスコミへの公表の遅延が発生しておりましたが、こういったこ
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との反省から、県並びに当該市町村と是正に向けた協議を重ねてまいりました。その結果、

｢福島第一原子力発電所の運用時の事故・トラブル等発生時の通報基準・公表方法｣を策定

しまして、今年の９月１７日より運用を開始してございます。速やかな公表ということで、

３０分以内に通報公表することとして取り組んでいるところでございます。現在このよう

な状況でございますけれども、実際に３０分以内で実行できているかどうかということも、

私どもで分析を行っておりまして、それを改善するべく取り組んでいるところでございま

す。 

以上簡単でございますが今の状況について公表に関しましてお答えさせていただきま

す。続きまして、ロードマップについてよろしいでしょうか。 

 

○議長 

はい、どうぞ。 

 

○東京電力（林氏） 

御用意させていただきました資料１、こちらがロードマップの進捗状況を分かりやすく

まとめてみたものでございます。こちらを使用しまして簡単にその状況の説明をさせてい

ただきたいと思います。 

「福島第一原子力発電所１～４号機の安定化・廃止措置等に向けた中長期ロードマップ

進捗状況」というタイトルの資料でございます。１枚目でございますが、損傷した原子炉

の冷却を続けておりますが、それによりまして、原子炉は安定的に冷温停止状態を維持し

てございます。約３０℃～６０℃といったもので推移してございます。この冷温停止状態

を維持している状況におきまして、汚染水の問題が並行して生じておりまして、これに対

し対処を行っております。下に図がございます。原子炉に注水した水からセシウムと塩分

を除去して、さらに注水するという循環注水ループがございますが、これに加えまして、

資料右下のピンク色で色分けをしています部分、この汚染水をさらにきれいに浄化してタ

ンクに貯蔵するということに取り組んでございます。この過程におきまして、最近、汚染

水に対する対応を重点的に行ってございますので、これにつきましては議題で詳しく御説

明させていただきたいと思います。資料の２枚目でございますが、２枚目の左側、放射性

物質の放出量ということで記載がございます。約２年前までは、約0.1億ベクレル毎時と

いう放出量を・・・。 

 

○議長 

すみません。今お話いただいているのはロードマップの言わば汚染水についてというこ

とで、私が聞いているのは分かりやすいロードマップを作ってほしいということなんです

が、直接関係しますか。 

 

○東京電力（林氏） 

ロードマップの紹介ということで御用意させていただいたものですが・・・。 
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○議長 

第１回の会議の中では、「何で３０年かかるんだ」、「なぜ１年半前倒しになっているん

だ」という話がありました。ですからその意味からすると、少なくとも３０年間のロード

マップを、現状はどうで、どういうステップで３０年間手順を割って、どこまで進んでい

るかという分かりやすいロードマップを出されないと分からないんですよ。今の汚染状況

を聞くのも大切ですけれども、今の汚染状況を聞いているわけではないというふうに思う

んです。よろしいでしょうか。質問の意味はそういうことで前回お返ししたと思っている

んですが。 

 

○東京電力（林氏） 

大変失礼しました。長期的なロードマップという点につきましては、この資料の５枚目

を御覧いただきたいと思います。左側にロードマップの工程表がございます。真ん中の段

に現行ロードマップ上の目標ということで記載がございます。第１期、第２期、第３期と

いうふうに分けてございます。第１期につきましては「使用済燃料プール内の燃料取出し

開始までの期間」、それから第２期は「燃料のデブリ取出しが開始されるまでの期間」、

それから第３期が「廃止措置終了までの期間」、というふうに分けてございます。それぞれ

この安定化に向けた取組みをスタートする当初に設定した目標、第１期を２年以内、第２

期を１０年以内、第３期を３０年から４０年後というふうに設定いたしました。 

その後もその準備作業が進捗するにつれまして、できるだけ前倒しでこれを進めていこ

うということ、それから工程の具体化がされたことによりまして、何項目か前倒しをする

ことができるという段階に至っております。例えば、資料左側の一番上に表がございます

が、１号機、２号機、３号機、４号機と分けてございますけれども、この燃料の取出し、

それから燃料デブリの取出しの工程におきまして、まずは使用済燃料プールの燃料取出し

というところから取りかかりますが、４号機におきましては、当初の予定よりも１か月前

倒して、この１１月から取出しがスタートすることができます。この準備状況につきまし

ては、議題で御用意させていただいておりますので、そこで詳しく述べさせていただきた

いと思います。 

こういった状況でございまして、３０年４０年に渡ります廃止措置につきましては、実

際の現場の進捗状況等に応じまして、これを前倒して進めていく、あるいは大きなステッ

プごとに公開公表して、また皆様の御意見をいただきながら計画を担っていくということ

で進めてまいりたいと思っております。 

 

○議長 

ありがとうございました。なお、今日のスケジュールがありますので、皆様のほうから

疑問や追加の意見については一番最後に聞きたいと思いますが、今の話を聞いても、ロー

ドマップについては全くしっかりできておりませんし、それから情報についてもホームペ

ージだけ出せばいいということではなく、基準が作られたというのは大変御努力いただい

たと思いますけれども、それの知らせ方、ホームページ上でというわけでは必ずしもない

ですので、その辺のさらなる工夫を御検討いただきたいと思います。 
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次に資源エネルギー庁さんのほうにお願いしていた件ですが、東電の「ロードマップ」

の件、それから「汚染水対策」の件、それから「国の積極的なリーダーシップを取ってほ

しい」という件ですが、汚染水対策については、今回の議題になっておりますので、先ほ

ど東電さんからもありましたけれども「ロードマップ」の件、それから「リーダーシップ」

の件、もし御回答いただければと思いますけれども、短時間でよろしくお願いします。 

 

○内閣府 

内閣府の廃炉・汚染水対策現地事務所長をやっております野田といいます。８月下旬か

ら着任をしてございまして、この会議に出るのは初めてでございますので、今後よろしく

お願いをしたいと思います。 

ロードマップの分かりやすい御説明というものでございますが、我々のほうで毎月1回

ロードマップの進捗のための会議を行っております。これは廃炉対策推進会議と呼ばれて

いるものの事務的な会議でございまして、そこで毎月１回進捗状況の確認をしてございま

すが、その際に、福島県さん及び関係の１３市町村さんの間でテレビ会議システムを使っ

て、事前に御説明をさせていただいてございます。 

それから、会議の後、１３市町村を個別に直接訪問させていただいてございます。テレ

ビ会議だけではなかなか御理解いただけないと思いますので、中長期ロードマップの進捗

状況を定期的に毎月1回必ず御説明させていただいているということで、情報提供は継続

的に進めていくところでございます。 

また節目節目で住民の皆様方に御連絡しなければならない場合には、折込チラシという

形で市町村の広報資料に折込みをさせていただき広報するような対応を取ってございまし

て、なるべく皆様方に今の状況を御理解いただくという努力を、今後とも継続して進めて

いきたいというふうに思ってございます。 

それから、国のリーダーシップということでございますが、９月３日の原子力災害対策

本部の決定でございますけれども、国が前面に出て、廃炉・汚染水問題に対応するという

ことを決めさせてございます。そのための汚染水問題の閣僚会議を設置して、経済産業省

のみならず、各省庁の御協力をいただくという体制を取ってございます。国は、外務省さ

んとか国土交通省さんとか農林水産省さんとか入ってございます。外務省さんであれば、

やはり汚染水問題、海外でいろいろと報道がなされてございますので、正確な情報を英語

にして、それを在外公館に、日本大使館を経由してきちんと広報するというようなことを

やってございます。また、汚染水問題や地下水の関係でございますとか、今後国が主導的

に対応していきます凍土壁問題等がございますので、そういった土木的な面から、国土交

通省さんから御協力いただくということで、省庁横断的に対応できる体制を取らせていた

だいているところでございます。さらに現地事務所ということで私が所長を拝命してござ

いますけれども、国の常駐者を現地に置いて、常に東京電力と意見交換、情報交換をしな

がら進捗を監視するといいますか、管理監督するという役目も担っているところでござい

ます。その一環といたしまして、現地調整会議という会議を設置してございまして、今日

の資料５－１と５－２にその会議の議論の内容を、後ほど簡単に御説明いたしますけれど

も、そういった対応をさせていただいているところでございます。 
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○議長 

野田さんは初めての御出席なので分からないかもしれませんが、「いつになったら原発

を処理できるのか、廃炉処分できるのか、いつになったら我々は原子炉に関わらないで生

活ができるのか、いつ帰れるのか」という問題も含めて、ロードマップというのは実は深

刻な状況を記すものであるわけです。ですからそういう意味では、国がどういうふうに確

認しているかということではなく、『国が確認しているステップバイステップの状況を、

我々県民に分かりやすいような形で作っていただいて、「それがどこまで来たか」、あるい

は「そこまでのステップがどういうふうにあるのか」、「そのステップを克服するにはどう

いう条件があるのか」、その上で「ここまで終わりましたよ」という形で情報提供をお願い

したい。そうしないとロードマップというのは我々には分かりません。』という話を前回い

たしました。それは東電さんにもお願いして、東電さんから今回、ステップという意味で

は燃料取出しに１０年、それから燃料のデブリ、要するに溶融したものの取出しに２０年

３０年かかるというお話がありましたけれども、これをもうちょっと分解して、どういう

作業があるか、国が確認しているような細かい部分を全部出せというのではなく、やっぱ

り要点要点で、どれくらいステップになる作業があって、どういうふうに経過を進んでい

るのかという監視ができる、あるいは、遅れているとか進んでいるとかという監視ができ

るような県民レベルのデータを出していただきたい。これが県民に分かりやすいロードマ

ップの提供ということです。ぜひ御努力いただきたいというふうに思います。 

 

○内閣府 

分かりました。 

 

○議長 

それから、原子力規制庁さんへのお願いでしたけれども、「汚染水対策」については後

でということでお願いしたいと思います。この他、「安心安全のための強力な監視体制」と

いいますか「規制監視の実施」というふうにお願いしておりますが、何かコメントござい

ましたらお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

 

○原子力規制庁 

原子力規制庁で福島を担当しております規制管理官の小坂でございます。本日はよろし

くお願いいたします。 

私どもの対応につきましては、資料６にありますが、１７ページのところに全体的な取

組みを記載させていただいております。特にここには汚染水対策について記載してござい

ますけれども、基本的には、原子力規制庁、規制委員会の意思決定におきましてはすべて

YOUTUBE で公開をさせていただいております。特に、細かいところで、現場ではどういう

ことをやっているかということがなかなか見えないというような御意見を頂戴しておりま

したので、１９ページの一番最後に、現場の検査官が日々どのような活動をしているかと

いうことをホームページに掲載するようにいたしました。実は保安検査官も日々確認した

いろんな情報をレポートとして作っておりまして、そういったものを本庁と情報共有して
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おります。その一部をホームページで公開することによりまして、発電所の今の状態を皆

様に御理解いただいて少しでも安心していただいたり、いろんな問題点についても写真等

添付したりすることによって、十分御理解いただけるようなことを今月からやってござい

ますので、ここに書いてございますアドレスに一度アクセスをしていただければと思いま

す。 

以上でございます。 

 

○議長 

はい、ありがとうございました。小坂さん、第１回会議から今日の会議までの間に行っ

た雨水対策の指示等について、規制庁の対応というのは結構遅れています。本当に規制庁

としては監視しているのかということにもなりますので、今後ぜひきちっとした対応をお

願いしたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

たぶん皆様もいろいろ御意見があると思うんですが、すみませんもう一つ。この前議事

の中で皆様の意見を十分聞けなくて申し訳なかったのですが、それに関する追加意見につ

いての回答というものがございます。これについては事務局のほうから御説明をいただき

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

事務局の県原子力安全対策課の菅野でございます。私のほうから資料６に基づきまして

若干説明させていただきます。只今の説明の中で、資料６に触れた部分もございましたの

で、それ以外から、時間の制約もございますので、いくつかだけの説明になりますことを

御了承ください。 

まず１ページでございます。資料１－１についてということで、真ん中の３～６につい

ての質問「地下水と汚染水の関係図が不明」、これに対しまして今回資料をこの後ろのほう

に付けてございますので後で御覧ください。また、「汚染水がどういった形で流出している

のかを明確に示すこと」、これに対しましては、「トレンチから漏洩している可能性が高い

という問題があるが特定がまだされていない」ということでございます。それから２ペー

ジの上から２つ目、汚染水について、「諸外国に対しても十分な説明が必要ではないか」と

いう問いでございます。これにつきましては「海外向けホームページ、それから海外メデ

ィアへのメールマガジンの配信、こういったことを通じての説明又は在京大使館に対して

訪問による説明をしている」という回答がございました。それからそのページの一番下に

ございますが、「除染した場所が除染前の数値に戻るということは、今も放射性物質は飛散、

拡散しているのではないか」ということでございます。こちらにつきましては、「現在も大

気中への放出は継続しているが、量は減少している。除染につきましては、放射性物質が

降り積もったものが、風や降雨によって移動しているのが原因ではないか。」との回答でご

ざいます。それから４ページの一番下でございます。「取組状況は理解したけれども、もっ

と資源、人やお金を注ぎ込めば、対策も進むのではないか」という問いでございます。こ

ちらにつきましては、「東京電力においては最大限の経営資源を投入して取り組んでいる。

また原子力以外の他の部門を含めた全社的リソースの優先的かつ重点的に投入を図ってい
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る。」というようなお答えでございます。それから６ページの上から２つ目にタンクについ

ての御質問がございます。「タンクの寿命はどのくらいか」、また、「設置している場所は大

丈夫なのか」という質問がございまして、回答といたしましては、「フランジ型のタンクに

ついてはパッキンの劣化を考慮し５年程度」ということ。ただ溶接型のタンク、これから

こういった溶接型に置き換えていくことになると思いますけれども、「溶接型については適

切な保守管理を行うことによって、フランジ型よりは寿命が長く、信頼性が向上すると考

えている」ということです。また、設置場所については、「南側のエリアに１０万㎡の場所

に設置する予定で、２７年度末には８０万㎥に増加する予定」ということでございます。 

次に、１０ページを御覧いただきたいと思います。ここから資源エネルギー庁に対する

質問でございますが、２つ目、「国際的な叡智を結集する体制の本格整備について、ここが

非常に重要ではないか」という問いでございます。こちらにつきましては、「内外の叡智を

結集した取組みを進めることが重要であり、現在、国際廃炉研究開発機構（ＩＲＩＤ）、こ

こを中核として進めており、国内外に対応策を募集して年内には当面の取りまとめを行う

予定」という回答でございます。それから１１ページの一番上でございます。「東電には、

専門の技術者が不足しているのではないか」という問いでございますが、こちらにつきま

しては、「人材確保のために他の電力会社、その他の団体等の専門組織に対して、人材の派

遣の協力を要請している」という回答でございます。それから１５ページ目の一番上でご

ざいます。ロードマップのほうにもこれから関わりが出てくると思いますけれども、「燃料

のデブリとか使用済核燃料といったものは、国が責任もって最終処理の方法を明示する必

要がある」という問いでございます。これにつきまして、燃料については「その処理、保

管方法については、検討を踏まえて２０２０年度頃に決定することにしている。」というこ

とでございます。また燃料デブリについては、「安全かつ確実に取り出して、処理処分を行

うための研究開発を行った上で処分方法を検討する」ということになってございまして、

具体的な年次については明示されていない状況でございます。 

それから、１６ページからが原子力規制庁に対する御意見、御質問でございます。まず、

一番最初にございますが、「汚染水対策について、もっと規制庁としての機能を発揮してほ

しい」という御意見ございまして、これについては先ほどいくつかお話がございましたが、

「汚染水対策のワーキンググループを設置して検討している。また、直接田中委員長自ら

東電の社長と面談して、様々な要請をしている。」というような状況だということでござい

ます。それから１８ページの２つ目の真ん中の欄でございます。「水蒸気爆発や再臨界とい

ったことのないよう指導をしっかりやってほしい」という意見がございます。こちらにつ

きましては、「注水は安定している」それから、「原子炉の圧力容器、格納容器は、安定し

ている」ということで、「冷却が維持されているものと判断している」といったことで、「今

後も東京電力の監視及び必要な指導を行っていく」という回答でございます。 

それから我々事務局のほうに２つほど御質問がございまして、それは一番最後のページ、

２０ページでございます。まず２０ページの最初でございますが、「県民会議のあり方、進

め方に工夫をお願いしたい」、具体的には右側に書いてございますけれども、「もっと深い

議論をすべきではないか」、また「能動的な会議とすべきではないか」、など御意見をいた

だきました。まず会議につきましては、前回皆様から御意見をいただく時間が少なくなっ
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てしまいましたので、今後は「課題を絞って議論する」また、「説明をできるだけ簡潔にし

ていただくことで皆様の発言時間を十分確保していきたい」と思っております。また、能

動的な会議にするということにつきましても、皆様からいただいた御意見については、「国

や東京電力に対して確実に対応していただくということも含めまして、その実行に結び付

ける、そういった会議にしていきたい」というふうに考えてございます。それからもうひ

とつの御質問御意見がございます。「県内すべての原子炉の廃炉が県民の総意と理解してい

る。そこをまず確認する必要があるのではないか」という御意見でございました。まず県

内の原子力発電所につきましては、県として、また県議会としても、「全基廃炉」というこ

とで強く求めているということで、最近では１０月１５日に知事が現地視察された際に、

廣瀬社長に対して「５，６号機の早期廃炉の決断」を、また、１１月８日には全国知事会

議がございまして、その中で知事から安倍総理に対して直接「全基廃炉が県民の総意」で

あるということを強く訴えたところでございます。こういったことを踏まえて、今後も引

き続き東京電力には強く求めていくということでございますので御理解いただきたいと思

います。 

以上でございます。 

 

○議長 

ありがとうございました。深い議論に至らなかったことについては、私が議長をしてい

ましたので、私からもお詫び申し上げたいと思います。できるだけ皆様の意見を聞いて深

い議論ができるように努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

すみません、今の事務局からの説明と合わせて、東京電力さん、内閣府さん、規制庁さ

んから何か追加で御説明することがございましたらお願いしたいと思いますけれども、い

かがでしょうか。 

 

○原子力規制庁 

先ほど、議長の「安心」というようなお話をいただいていて、その御説明を飛ばしてし

まいました。申し訳ございません。 

「安心」ということに関しましては、やっぱり汚染水が海洋に流れたということがござ

いまして、私ども原子力規制委員会としまして、海洋モニタリング検討会というものを設

置いたしまして、今までモニタリングは、東京電力、それから私ども規制庁、それから環

境省、そして福島県さん、それぞれ４者でやっておりまして、統合的な海洋の汚染状況の

データを評価するようなことができておりませんでしたけれども、モニタリング検討会と

いうものを設置いたしまして、その４者のデータをすべて取りまとめて、また、そのサン

プリングの仕方が４者によってそれぞれ異なっておりますので、そういったものの整合を

図りながら、海洋への影響の評価、それから海洋生物への影響の評価について、今検討を

しております。その結果につきましても公開しておりますし、それから海洋のデータにつ

きましても、私どものホームページにその都度公開をしてございますので、そういったデ

ータを御覧いただければ、御安心いただけるんではないかなと思っております。 

以上でございます。 
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○議長 

ありがとうございました。その他ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

たぶん今の事務局からの説明でも、まだ皆様不十分な点があろうかと思います。この審

議については、この会議の最後のところで質疑時間を設けたいと思いますので、疑問ある

いは不安等についてちょっとメモしておいていただいて、最後に御意見を出していただけ

ればと思います。 

また、この他、皆様のほうからは、賠償とか除染など、廃炉以外の意見等についてもい

ただいておりますけれども、これについては、県の事務局から関係部署のほうにお伝えを

しているということで御報告をさせていただきたいというふうに思います。 

続きまして、前回の県民会議で皆様からいただいている意見等について、廃炉安全監視

協議会での要請や申入れ等についての対応、それから県知事や県生活環境部長のほうから

申し入れた内容について、事務局から説明いただきたいと思います。 

 

○事務局 

それでは、資料７を御覧いただきたいと思います。こちらは、前回８月４日の会議の内

容を踏まえまして、その後でいろいろな要望活動、申入れ活動を行った内容と、それに対

して東京電力と国のほうでどのような対応をされていたかというものを簡単にまとめた資

料でございます。時間があまりありませんので、全部の御紹介は申し上げられませんが、

資料がどういった作りになっているか御説明いたします。まず１ページの最初に、１番「汚

染された地下水が海域に流出していることが確認されたことについて」ということで、こ

のことについて、まず８月６日に内堀副知事が経済産業省と原子力規制庁のほうに要望活

動を行っております。要望内容についてはここに記載されているとおりでございまして、

一番としましては、「国が前面に立っていただきたい」ということが、最初に書かれてござ

います。これに対してその後の国の対応ということで、１ページの下の四角の枠で囲った

部分、このような対応がなされたと我々理解してございます。内容としましては９月３日

に汚染水問題に関する基本方針が国において策定されて、その中で３つの対策が示された

ということ、また、２ページ目の上でございますが、その他体制強化、リスクの洗い出し、

モニタリング強化、国際広報の強化、風評被害、こういったことについて基本方針という

形で策定されました。また９月１３日には、規制庁さんのほうから御説明ありましたけれ

ども、海洋モニタリングに関する検討会の設置、こういった形のものに我々の要望がつな

がっているというふうに考えてございます。このような形で、その後、(2)８月６日、同じ

日でございますけれども、東京電力のほうに申入れをしておりまして、それに対しては下

の枠にも書いてございますが、薬液注入が始まり、また汚染水・タンク対策本部が設置さ

れて、様々なチーム活動が行われるようになったということにつながったのではないかと

いうふうに考えてございます。こういった形で３ページ目が、８月２０日に発生した「タ

ンクからの汚染水の漏洩」について、こちらについても８月２４日の内堀副知事からの東

京電力への申入れ、それからその下にもございますが、８月２８日、知事から、経済産業

省、原子力規制委員会への要望活動を行って、その対応が枠の中に書かれてございます。

様々な国及び東京電力の取組みへとつながっているという形でございます。こういった形
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でまとまってございますので、申し訳ございません、説明が中途になってしまいますが、

最後まで御覧いただいて、この会議の内容がどのように事務局から国や東京電力のほうに

つながり、また、それがどのように形となって対応されていくかということを考える資料

の一つとして御覧いただければと思います。 

以上です。 

 

○議長 

ありがとうございました。少なくとも私たちが審議したことについては、こういう形で

活かされているということがお分かりいただけたと思います。私自身、決してこの会議は

ガス抜きの機関だというふうには思っておりませんので、ぜひよろしくお願いをしたいと

思います。また、東京電力さん、あるいは国においても、県民の思いをしっかり受け止め

ていただいて、真摯にお答えをお願いしたいということを切にこの場からお願いを申し上

げたいというふうに思います。 

ちょっと前段の第１回の会議の括りが長くなりましたけれども、この第１回の御報告に

ついては先ほど申し上げましたように、会議の最後で質疑をいたしますので、只今より、

本日の議題２点、「汚染水対策」についてと、「福島第一原子力発電所４号機の燃料取出し」

について審議を行いたいと思います。 

まず、議題１の「汚染水対策」について、東京電力さんから、すみません、１４時０５

分までには終わらせていただきたいのですが、短時間で要領よく説明するのは難しいかも

しれませんけれども、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○東京電力（林氏） 

はい、よろしくお願いします。先ほどマイクを持たせていただきました時に、自己紹介

を忘れまして大変失礼しました。福島広報部の林と申します。よろしくお願いします。 

御手元の資料２を御覧いただきたいと思います。こちらで、今の福島第一原子力発電所

の汚染水の状況と対策について御説明させていただきます。 

まず、資料の１ページでございますが、先ほどのロードマップの資料のほうでも同じよ

うな図がございました。そちらでございますけれども、まず原子炉建屋に原子炉がござい

ます。こちらも冷却のために一日４００㎥の注水をしております。この注水した水は、原

子炉の圧力容器、それから格納容器の破損箇所から建物内に溜まります。この建物内に溜

まった汚染水から、セシウムの除去、それから塩分の除去を行って、また原子炉に注水す

るというぐるぐる回しをやっております。その一方で、原子炉建屋の左側を御覧いただき

たいと思いますが、地下水という文字がございます。赤い文字で「地下水の流入約４００

㎥、一日当たり」という記載がございますが、建物に地下水が浸入しているという状況で

ございまして、この４００㎥がこの循環注水している汚染水をさらに増加させるという状

況でございます。先ほどのループにつきましては、セシウム除去、塩分除去という処理に

つきまして一日８００㎥を処理してございますが、注水に使う４００㎥を差し引いた残り

４００㎥は、タンクに蓄えるという状況でございます。この図の中の真ん中辺の下に貯蔵

タンクの写真ございます。こちらは溶接タイプのタンクでございます。１，０００㎥入り
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ます。このタンクに一時的に貯蔵しておりますが、その写真の右に多核種除去設備とござ

います。汚染水の中から放射性物質を取り除くという装置でございます。この多核種除去

設備につきましては、汚染水の中に含まれる約６３種類の放射性物質のうちの、６２種類

を除去可能という能力を持ってございます。除去できないのは、トリチウムというもので

ございます。この多核種除去設備につきましては、現在保有している設備の能力でござい

ますが、 ２５０㎥を一日当たり処理できるものを３つ用意してございます。連続で２系列

運転しますと、一日５００㎥というものです。地下水の流入量よりも多い量を処理できる

ということです。今後もこの多核種除去設備につきましては、２倍３倍と能力を増やして

く予定でございます。 

続きまして、資料の２ページを御覧いただきたいと思います。航空写真がございます。

航空写真の中にいろんな印がございますが、まず写真の上のほうが海でございます。そし

て発電所の港湾がございます。青く塗り潰している地下水の汚染エリアというものがござ

いますが、これが、１号機から４号機の海側の護岸部分に汚染したエリアがあるというこ

とでございます。この汚染した部分と、地下水が混じり合って海に流れているという状況

を、この７月に私どもも確認いたしまして、これに対する対処を行っているところでござ

います。一方で、図の下のほうにタンク群がございます。肌色で塗り潰している四角の印、

それから、地下水バイパスということで、真ん中辺に緑色の印がございますけれども、こ

こに井戸を１２個掘ってございます。青い丸でございます。この辺は、３５ｍの高台でご

ざいます。位置を申しますと、１号機から４号機が設置している原子炉建屋、タービン建

屋のところは海抜１０ｍです。先ほどの地下水汚染エリアというのは海抜４ｍということ

で、だんだんと低くなっていくところです。この高台の３５ｍのところには、先ほどの１，

０００㎥入りますと申し上げましたタンク、溶接タンクと、フランジタイプというボルト

でつないでいるタンクを有してございまして、こちらのタンクの一部に漏洩がございまし

た。この漏洩によりまして、地下水を汚染するといった状況に至ってございますが、現在

この汚染の範囲等を調べているところでございます。この汚染水につきましては、申し上

げましたように海側の護岸エリア、それから高台にあるタンクからの漏洩と２つの問題が

生じてございまして、これに対する対応と対策につきまして本日御説明させていただきま

す。 

続きまして、資料の３ページを御覧いただきたいと思います。右側の護岸エリアの状況

につきまして、御説明させていただくための資料でございます。左側でございますが、左

側のさらに左に航空写真がございまして、黄色く枠で囲った部分を右側に図で拡大してお

ります。見づらくて大変申し訳ございませんが、１号機から４号機の海側の護岸のエリア

でございます。こちらでの汚染の状況を確認しましたので、こちらにつきましては対策を

取っているところでございます。左側にたくさんの四角がございます。一番左は赤い四角

が、それから真ん中にピンクの四角が３つございます。そして紺色の四角が２つさらにご

ざいますが、これは地下水の分析をいたしまして、セシウム、それから全ベータ、トリチ

ウムといった放射性物質の状況をこちらのほうにまとめてございます。いずれにしまして

も、この護岸のエリアの地下水は汚れているという状況でございまして、これらに対する

対策を行ってございます。 
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資料の右側を御覧いただきたいと思います。護岸の汚れている部分、その一部分を右側

の上の図のほうにお示ししてございますが、ここは１号機と２号機の間の護岸でございま

す。この汚染状況が確認されましたので、ここの海側の部分、青い丸が線上に連なってご

ざいますが、資料の図の上のほうに青い線がございますけれども、地盤改良をして、汚れ

た地下水を堰止めるという処置をしてございます。現在はその海側の部分だけではなくて、 

陸側の赤く印をしていますが、四方を囲もうということで対応しております。この壁を作

りまして、汚染した地下水を止めるわけですが、溜まった地下水を汲み上げるということ

で、図の中に緑色の印がありますが、ウェルポイントということで汲み上げをやって対応

しているところでございます。汲み上げた水は、タービンの建物の汚染水のほうに混ぜる

ということで対応してございます。 

続きまして、資料の４ページを御覧いただきたいと思います。海への影響について確認

しているところでございますが、その辺を抽出したものでございます。資料の４ページの

上の段は港湾内、それから港湾口のサンプリングポイント、それからその分析結果につい

てお示ししてございます。上の段の右側のところに緑色で囲った枠がございます。こちら

は一番汚れているというところでございまして、１号機から４号機の近傍の取水口のとこ

ろの分析結果でございます。セシウム、全ベータ、トリチウムというふうに記載がござい

ますが、セシウムは、セシウム１３７とございますけれども、全ベータにつきましては、

主にこの数字の半分がストロンチウムというものでございます。そして、トリチウムとい

う３種類の放射性物質の確認をしてございます。いずれもベクレル、リッター当たりとい

う単位でございます。この汚染につきましては、この緑色の印がしてあるところの範囲に

止まってございまして、港湾内のクリーム色の分析結果、それから港湾口と外洋、資料下

の段の左側に記載がございますが、いずれも検出限界値未満、あるいは非常に低い値とい

うことで、汚染の状況につきましては、港湾内それから外洋に対しまして影響していない

という状況でございます。さらに沖合につきましても、資料下の段の右側にございますよ

うに、モニタリングをして監視してございます。これらにつきまして、モニタリングの項

目を増加させ、それから頻度を増加させ、そしてその結果につきましては、分かり次第公

表させていただくということを続けてございます。 

続きまして、資料の５ページを御覧いただきたいと思います。この汚染水に対する対策

についての御説明がございます。対策につきましては、緊急対策３項目、それから抜本対

策３項目ということで対応してございます。 

まず、緊急対策３つでございます。赤い印で緊急対策、①、②、③ということで資料の

中に印がございます。緊急対策①というところでございますが、資料左側の真ん中辺です。

ここはトレンチというふうに呼んでおりますが、タービン側の建物と護岸の取水設備をつ

なぐトンネルでございます。このトンネルの中に、事故当時、このトンネルを通じて港湾

に汚染水が漏れ出てしまいました。その対応をしましたが、このトンネルの中にまだ汚染

水が残っているという状況が続いておりました。これが汚染の原因であるというふうに推

定しておりまして、このトンネルをきれいにするという対応をやっているところでござい

ます。 

それから、緊急対策②ということで左側の下の段にございます。こちらにつきましては
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地下水バイパスと呼んでおりますが、高台３５メートルに掘りました井戸１２個、こちら

を使いまして、地下水が建物に流入してくる一日４００㎥という流入量を減らそうという

取組みでございます。こちらにつきましては、設備の設置は完了してございます。 

続きまして、緊急対策③でございます。右側の下の段ですが、先ほどの海側の護岸の地

下水汚染エリアに３箇所ございまして、まず先ほど御紹介したのが、一番左側の青く枠で

囲ったところでございまして１号機と２号機の間の護岸、それから２号機と３号機、３号

機と４号機ということで、３箇所同じようなリスクを持ってございまして、それぞれにつ

きまして、地盤改良によりまして四方に壁を作って汚染部分を固めて、それからそこに溜

まる地下水を汲み上げるということと、さらに雨水が浸入してくることを防ぐために、舗

装をして蓋をするという対応をやってまいります。 

抜本対策でございますが、資料右側の上から抜本対策の①、②、③とございます。まず

①は、海洋流出の防止ということで海側遮水壁でございます。鋼管矢板約３０ｍのものを

打ち込みまして遮水をするということでございます。この遮水の内側を埋立てしまして、

そこに溜まる地下水を汲み上げて、海洋より低く維持するというものでございます。左側

に写真がついてございます。この工事につきましては、現在２号機と３号機の間まで進捗

してございます。 

次に、抜本対策②でございます。こちらにつきましては、陸側遮水壁、凍土方式という

ものの設置でございます。左上の航空写真の中に１号機、２号機、３号機、４号機、この

建物全体を紺色の太い線で囲っておりますが、このような形で凍土の壁を作って遮水をす

るということでございます。この遮水法を施しまして、汚染水のレベルを下げて、浸入し

てくる地下水の浸入場所を防いでいくということをやってまいりたいと思っております。 

抜本対策③でございますが、こちらは地盤の縦断面図がございます。原子炉建屋、ター

ビン建屋が建っているところ、それから左側に山側の高台の図でございます。この地下水

の浸入につきましては、元々原子炉建屋とタービン建屋の周りには井戸が掘ってありまし

た。通常はその井戸から汲み上げまして、地下水の浸入を防いでいたということでござい

ますが、事故によりまして電源喪失で汲み上げができなくなったこと、それから、爆発と

放射性物質の飛散の影響でその井戸の水が汚れてしまったので、元々あった井戸の汲み上

げを停止しました。その結果、建物の周りの地下水のレベルが上がったということでござ

います。先ほど御紹介しました地下水バイパスというものは、高台３５ｍのところに揚水

井戸を掘って、その地下水レベルを下げていこうとするものでございますが、元々建物の

周りにありましたサブドレンと呼んでおります井戸を復旧させて、地下水の汲み上げをし

ていこうということも並行して取り組んでまいる予定でございます。対策については、以

上でございます。 

続きまして、資料の６ページをお開きいただきたいと思います。陸側の汚染水というこ

とで、タンクに貯蔵している汚染水の漏洩に対する対応でございます。６ページの真ん中

に航空写真がございまして、こちらにいろんな印が付いておりますけれども、赤い印でＨ

４エリア(北)というものがありまして、タンク群を赤い枠で囲っております。そこに黄色

く塗り潰している赤い丸がございます。こちらが漏洩のあったタンクでございます。漏洩

が約３００㎥になるまで、私ども発見ができなかったということが最大の反省点でござい
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ますが、この３００㎥漏れてしまった汚染水の行方を今調べているというところでござい

ます。それと、地下での影響を調べております。図の中の右上のほうに小さな航空写真が

ございますが、この漏洩がございましたタンク近傍につきまして、その地下の汚染状況を

調べているところでございます。観測孔と呼んでおりますが、地下水の汚染状況を調べる

ための追加の井戸を掘って、日々その結果を公表しているといった現在の状況でございま

す。この汚染状況を把握しました後には、汚染した土壌の除去などといった対策を講じて

まいる予定でございます。 

その他、このタンクエリアにつきましては、一般の排水路も近くに走っておりまして、

真ん中の航空写真でオレンジ色の太い線がタンクの近くに走っており、それともう一本、

濃い紫色の太い線が走っておりますが、これが雨水を海に排水するための一般排水でござ

います。こちらにこの漏洩した汚染水が浸入している可能性もございまして、この影響に

ついて日々確認しているとともに、この排水路を堰き止めましてその内側の水を汲み上げ

たり、この排水路自体の清掃をしたりということをしております。それにつきましては、

資料左下に写真がございますが、堰き止めて汲み上げをしている様子でございます。排水

路の汚染状況につきましては、日々確認をしまして結果報告をさせていただいてございま

す。一方で、この日々分析をして公表するという方法ではなくて、連続モニタリングをし

て、そちらで監視するという方法を取ろうとしておりまして、この１１月中にモニターの

設置をする予定でございます。モニターの設置箇所につきましては、紺色の排水路がござ

いますけれども、その海の近傍のところに黄色く丸がしてございますが、こちらの地点に

設置していく計画でございます。 

それから、地下水バイパスのことを先ほど緊急対策の中で御紹介しましたが、高台に設

けました１２個の井戸への汚染水の影響も確認してみる必要がございますので、資料の中、

左側の真ん中辺に表がございますけれども、こちらにその調査状況を記載してございます。

全ベータにつきましては、検出限界値未満という状況でございますが、トリチウムは若干

高い部分がございます。これらの影響とその対応につきましては、現在検討しているとこ

ろでございます。 

続きまして、資料の７ページを御覧いただきたいと思います。漏洩を起こしたタンクの

漏洩原因を調べておりまして、その辺の状況をお示ししたものが上の段でございます。ま

ず、フランジでつないでおりますので、フランジのどの部分から漏れていたかということ

でございますが、まず側面がボルトでつないでいるということで、これについては外観か

らにじみ等で発見できるんですけれども、底板につきましてもボルトでつないでいる、貼

り合わせているというところがございまして、その一部に漏洩箇所があったことが確認さ

れたということでございます。それが漏洩原因でございました。先ほど申し上げましたが、

３００㎥漏れるまで私ども気がつかなかったというところが最大の反省点でございまして、

これらに対する対応等、下の段にお示しございますが、まず①としまして、左側の下の段

ですが、タンクパトロールの強化ということでございます。それまで一日２回、２人の巡

視員が確認しておりましたが、そのパトロール要員を増強しまして、巡視の精度を上げて

ございます。それから受け持ち区域を決めて、責任を持って巡視をするという対策に変え

ました。さらに②でございますが、ボルト締めのフランジタイプのタンクを溶接型タンク
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に置き換えていくということでございます。すべての汚染水を溶接型のタンクに貯蔵する

ということにしてまいります。それから、③としてタンクエリアには堰を設けてございま

すが、堰の排水弁の運用の変更等を行ってございまして、堰に溜まった雨水につきまして

対処する方法を改善してございます。 

簡単ではございますが、汚染水の対応状況につきましては以上でございます。 

 

○議長 

ありがとうございました。時間どおり説明いただきまして助かります。皆様から御質問

いただく前に、内閣府の野田さんのほうから何かございますでしょうか。 

 

○内閣府 

それでは簡単に、現地調整会議のほうでの議論を御紹介させていただきたいと思います。 

御手元の資料５－１と５－２というものがございます。まず資料５－２のほうから見て

いただければと思います。資料５－２のほうに、「汚染水対策現地調整会議 課題に対する

管理表」というのがございます。現地調整会議のほうで、この汚染水問題に関しまして、

今起こっていることだけではなくて、様々なリスクを洗い出して、ここで対策を取るとい

う議論を続けているところでございます。項目が多くなりますのでここでは簡単な方針の

説明だけですが、「タンク対策」、それから「循環ラインの信頼性の向上対策」、それから裏

ページにまいりまして、いわゆる豪雨、また、この間も地震になって津波警報が出ました

けれども、「アウターライズ津波を超えるような津波リスクへの対応など自然災害への対

応」、それから「その他の漏洩防止対策」ということで項目を分けまして、現在１７の項目

につきまして、現地調整会議のほうで、東京電力といっしょに計画を立てまして、スケジ

ュールも決めさせていただいたというところでございます。今後も、以前の御指摘のとお

り、これをきちんとどこまで進んで、何が原因で遅れそうなのかということは、現地調整

会議でフォローしてまいりたいというふうに考えてございます。その対策の一部を、資料

５－１のほうでまとめてございますので、簡単に御説明させていただきたいと思います。 

資料５－１、先ほどの１７項目の一部でございますけれどもまとめてございます。最初

に１ページの左上、先ほど東京電力からもタンクからの漏洩の説明がございましたが、こ

れを迅速に計測するという目的から、遠隔で常時監視が可能な水位計を設置するというこ

とでございます。これはフランジ型タンク、漏れた同形タイプのタンクに関しましては、

１１月下旬までに施工をして運用開始するということ、それから溶接型タンクにつきまし

ても、漏洩リスクはゼロではありませんので、これに関しましても水位計をつけて来年の

２月中旬に運用開始ということをスケジュールで決めさせていただいているものでござい

ます。 

それからその下にございますが、今年豪雨や台風が来まして、雨水が堰から漏れたとい

うことがございました。したがってそのようなことがないように、堰の嵩上げでございま

すとか、堰の中に溜まった水が汚れないように堰の中をきれいにするとか、さらに堰の外

に土堰堤という土で作った堰があるんですけれども、それをコンクリートでコーティング

しまして、堰から万が一漏れたとしても地下に染み込まないような対応をやっていくとい



18 

 

うことでございます。嵩上げは３０㎝までが１２月まで、今年中ということ、それからコ

ンクリートの嵩上げは、来年３月までに完成というスケジュールに決めさせていただいて

いるということでございます。 

右側にございますのが、タンクのリプレイス計画ということで、一度１０月の現地調整

会議で東京電力から報告ございましたけれども、様々な想定で楽観的にではなく、非常に

厳しい状況の時にどうなるのかというようなことも出してほしいということで、現地調整

会議で１０月の段階で要望がありまして、１１月の現地調整会議でその４ケースについて

出されてきたということでございます。 

ケース１からケース４までございますが、ケース１では、地下水バイパスが実施できて、

サブドレンを汲み上げることができて、雨水それから地下水ドレンといったものを排水で

きるということで見ますと、下の左上のほうのグラフのように、一番上のえんじ色の線が

タンクの容量でして、その次の青い線が貯蔵水の量でございますけれども、余裕を持って

対応できるということでございます。 

一方で、ケース３というものが非常に厳しい状況でございまして、地下水バイパスとサ

ブドレンが実施できないということ、それから、雨水は排水ができるということでござい

ますけれども、海側のドレンの貯水をするということになりますと、この図にございます

ように、えんじ色の線と青い線が交差をしている、要は溢れるという想定になってしまう

ということがございます。現地調整会議ではこのような議論をして、今後どういった対策

を取っていくのかということを引き続き議論していく予定でございます。 

その後ろのページでございますが、その他に、サリーとかキュリオンできれいにしたセ

シウムの水を、高台のタンクのエリアに持ってきているんですけれども、その途中の坂の

ところが地すべりを起こしたら非常に危険でございますので、ラインを多重化にしますと

か、その右側にございますように、堰の中に雨水が溜まるのを極力減らすために、タンク

に雨樋を付けるといったようなことを決めさせていただきまして、完成時期も含めて決め

ているところでございます。 

それから次のページでございますが、このページの左下でございますけれども、汚染水

の海への流出リスクを軽減するということから、先ほど東京電力から説明がありましたけ

れども、タンクから汚染水が漏洩したとしても、それが近くの側溝に入らないように側溝

を暗渠化する、要は蓋をしてしまうというような、Ｂ排水路の暗渠化ということも年内に

やる予定にしてございます。それから、この側溝側からの水を排水しているところが、現

在港湾の外側に排水してございます。これに関しましても排水路の付替えをして、港湾の

中に排水するようにしようという工事なども、来年の３月までに終わらせようという予定

でございます。このような様々な対策を、現地調整会議のほうで議論して、スケジュール

を決めてやってございますので御紹介させていただいたところでございます。 

以上でございます。 

 

○議長 

ありがとうございました。大変お待たせしました。東電さんのほうからは、冷却水ある

いは汚染水対策、それから漏洩の問題等について、また、国のほうからもそれに対する対
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応について御説明いただきました。 

皆様からは、忌憚のない御意見、御質疑をお願いしたいと思います。どうぞ、この汚染

水対策について、御意見、御質問等ございましたら、お願いしたいと思います。いかがで

しょうか。はいどうぞ。 

 

○葛尾村 

葛尾村から来ました松本です。今汚染水の説明がありましたが、この汚染水というのは

いつになったら止まるんでしょう。毎日のように４００トンの水を原子炉にかけているわ

けですから、なかなか終わりが来ないんじゃないかと思うんですけれども、まず一番大き

な問題は、要するに溶けた酸化ウランが格納容器に留まっているのか、それとも格納容器

外へ出ているのか、建物も突き抜けて基礎コンクリートも突き抜けているのか、そういっ

た問題があるんじゃないかと私は考えております。そういうことを、先ほど３０年ぐらい

のスケジュールが出ていましたが、その酸化ウランがどういう状態であるのかが分かるよ

うな確認、ロボットで確認しているのかどうか、原子力発電所としてどういう認識をして

いるのか、それによって、この汚染水を止めることができるかできないか、そういう重要

な問題がいつまでも続くんじゃないかと思います。とにかく水が漏れ続けているわけです

から、毎日のように水をかけなくてはならない、そんな状況を廃炉まで続けていくのか、

それから二次災害は起きないのか、私はそういう疑問も持っております。その辺の取組み

によっては、汚染水を抑えることもできるんじゃないかと思います。毎日のように４００

トンの水をかけているわけですから、いくら地下水を汲み上げても、海洋に流れ出るもの

もたぶんあるんじゃないかなと思うんですね。その辺も、常日頃から私は疑問に思ってお

ります。 

以上でございます。 

 

○議長 

はい。ありがとうございました。個別にということではなく、まとめて質疑をさせてい

ただきたいと思いますが、その他御意見ございますでしょうか。はいどうぞ。 

 

○大熊町 

大熊町の井戸川でございます。立派な汚染水対策の状況を説明いただきましたが、普通

素人が聞くと「これでもうＯＫだ、汚染水は止まる」というふうに考えがちなんですが、

よく対策対策というふうに出ますが、その対策とは違う方向に進んでしまい、新聞紙上で

は「またどこどこが溢れた」と報道され、そういう記事を見るたびに「早く止まってくれ

ないか」と思うのが、我々の心情でございます。しかし、今現状はまだ汚染水がどんどん

出ている状況で、１日４００㎥ですか、４００㎥というと凄いですね。その汚染水はこの

３０年の対策の中で解決するのはなかなか難しいと思うんですけれども、汚染水が少なく

なってくるのであればいいんですが、その対策が早めに行われない限りは、どんどん汚染

水が増えてしまいどうしようもありませんよね。その汚染水の対策というのは、ある程度

の概算で計算していくと、最終的にその余分な汚染水は「どこに持っていくんだ」という
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ことになっていくのではないかと思います。 

それともう一点は、この対策の中で、これでＯＫなんだという確約が私はないと思って

います。ということは、この中でもし間違ったらどうするんだという二重のことを、やっ

ぱり考えていかないとまずいのではないかと私は思います。私はそれが、一番懸念される

一つの大きなポイントではないかと思うんです。ですから、もしもこれでダメになったら

二次対策、今説明のあった対策を正式な対策というならば、この後何か間違った時は、も

う対策のしょうがないのではないかと思いますので、この検討をやっている間にも、二重

対策の検討もしっかりやっていただきたい。これは私のお願いでございます。 

 

○議長 

はい。ありがとうございました。その他にいかがでしょう。 

 

○双葉町 

双葉町の中野でございます。昨日からのニュースで、東京電力がロボットを使用して、

１号機の格納容器の漏洩箇所を２か所突き止めたということで、そこは線量が高いので作

業ができない状況ですが、その次のステップに行ける朗報ということで見させていただき

ました。九州の大学の教授は、次のステップになる第一歩だということで評価しておりま

したので、次のよい結果につながるような対策を講じていただければと期待しております。 

 

○議長 

はい。ありがとうございました。その他ございますか。 

 

○広野町 

広野町の秋田です。私が今心配しているのは、廃炉作業に伴い、作業員の方々がかなり

苦労されている部分があるかと思います。中でも被ばく線量の問題もあると思います。多

くの作業員の方々が被ばくして、次の作業継続ができない環境に置かれている方々がいる

と聞いています。それに伴って、今後ロードマップ何十年とありますが、その中で作業員

の方々の確保はどういう考えで準備されていくんでしょうか。廃炉作業を計画的に進める

上でも心配なところがありますので、今後の作業員の確保の計画、作業員の教育、その辺

のところを教えていただきたいと思います。 

 

○議長 

はい。ありがとうございました。はい、どうぞ。 

 

○浪江町 

浪江町の岡と申します。私は、汚染水貯蔵タンクのことについて本当に心配しておりま

す。毎日毎日汚染水が増え続けています。タンクの寿命は５年と聞いていますが、今後も

どんどん作り続けると思うんですけれども本当に大丈夫でしょうか。あんなに作り続けて

は、場所もどんどんなくなっていきます。そして、大熊の方たちはそこに帰りたいという
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気持ちを持っていると思うんですけれども、その辺りをお聞きしたいと思います。 

 

○議長 

ありがとうございました。この辺のところで御回答いただきたいと思うんですが、まず、

一番最初の御意見の中で、汚染水はいつ止まるのか、燃料の状態、二次災害の問題、次の

御意見で、汚染水の行方、二次対策も含めてどんなふうに汚染水が処理をされていくのか、

それから作業員の確保計画、作業員の教育計画の問題、最後にタンクの計画の問題、この

辺について、まずは事業者である東電さんのほうから御回答いただきたいと思いますがい

かがでしょうか。 

 

○東京電力（高橋氏） 

はい。東京電力の福島第一安定化センターの高橋と申します。 

まず、汚染水は毎日４００㎥ずつ増え続けていると今説明いたしましたが、これについ

てこういう算段でございます。先ほど資料２の５ページのところで、抜本対策・緊急対策

ということで御説明させていただきました。それで、緊急対策は当面の対策でございます

が、抜本対策というもの、一番目は海洋への流出の防止でございますが、特に②あるいは

③と書いてございますが、これは要するに、原子炉があってその中に壊れた燃料が入って

いる、そういった建物の中に毎日４００トンの地下水が入っていて、汚染水がどんどん増

えているわけなんですが、これを抜本的になくしてやる、要するに建物に地下水を寄せつ

けない、そういう対策でございます。こういった対策を打つことによって、１日４００ト

ンの地下水が入り続けているというものが低減できると考えています。これについても、

今お話があったように、こういった対策がうまくいかないという時のため、サブドレンと

いう地下水の汲み上げ、あるいは、陸側遮水壁がございますが、それ以外にも抜本対策③

の図の中で、建物のすぐ脇、サブドレンと書いていますが、これは凍土壁とまた別に建物

のすぐそばで地下水を汲み上げることで、重層的な対応、ということで対応していきたい、

そのように考えています。それから、燃料が・・・。 

 

○議長 

すみません、今の質問なんですけれども、例えばこういう答えをしてほしいんですよ。

「遮水壁がうまくいくから何年何月頃に止まります。それから地下水バイパスはこうなっ

たらいつ頃に止まります。」と。たぶん今聞ききたいのは、今すぐやっている事業あるいは

計画の中で、「いつ頃止まるんだ。」という話です。冷却はずっと続けなければいけません

ので、基本的に増えている分というのは、いつ頃今の計画の中で止まるのかということを

明確に答えていただいたほうが分かりやすいのではないでしょうか。 

 

○東京電力（高橋氏） 

それについては、基本的に２、３年のうちに止めることができると思います。 
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○議長 

オーダーとしては２、３年かかるということですね。 

 

○東京電力（高橋氏） 

そうなるかと思います。 

 

○議長 

これら全てうまくいったとしても、その位の時間要するということですね。 

 

○東京電力（高橋氏） 

はい。 

 

○議長 

それと、燃料デブリの問題はいかがでしょうか。 

 

○東京電力（高橋氏） 

燃料デブリのことにつきましては、確かに私ども、実際にまだ見ているわけではないの

で、明確なことは申せません。しかしながら、今、建屋内に漏れている汚染水がございま

す。それを汲み上げて浄化しておりますが、それを見たところでは、主に入っているのは

セシウムとか、ストロンチウムとか、そういった核分裂生成物が主でございまして、先ほ

どお話がありました、酸化ウランでありますとか、あるいはプルトニウムとか、そういっ

たものはあまり検出されていないということで、あまり断定的なことは言えないと思いま

すが、大半は原子炉圧力容器、格納容器の中にまだ止まっていると、そのような状態と推

定してございます。 

 

○議長 

次に、水の行方についてはいかがですか。これから増えていく水の行方、水をどのよう

にしていくのかということですが。 

 

○東京電力（高橋氏） 

まず基本的には、先ほど申しましたように、２、３年ということですが、そういった形

で水を増えないようにしていくのがまず第一です。 

それから、増えている水の行方につきましては、今観測孔を作って、そこでしっかり行

っていますが、これにも、放射性物質がまだ多く含まれておりますので、これを一生懸命

低減する、先ほど林が説明しましたように、今作っている設備で、トリチウム以外につい

ては少なくできると考えております。それからその行方に関して、今汚染水をタンクに保

管しているわけですが、漏洩する危険度が一定程度あるフランジ型のタンクというのがま

だ結構ございます。これについては、先ほど説明がありましたが、リプレイス計画を立て

てございまして、より信頼度の高い溶接型のタンクを作って、フランジ型のタンクに入っ
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ているものをこちらに移し替えていくということを行っていきたいと。そしてそのスケジ

ュールについても資料にあるとおりで、いろいろなケースでもちろん前後しますけれども、

そういったことで臨んでいきたいと思っております。 

 

○議長 

浪江の方からお話があったタンクの計画について、これからどんな計画になっているの

か合わせてお願いしたいんですが。 

 

○東京電力（高橋氏） 

その計画は、先ほど野田さんが説明された資料５－１というのがございます。これはケ

ースがいろいろありますが、基本的に横軸が時期、縦軸が貯蔵量、あるいは貯蔵できる量

でございます。この一番上にある茶色っぽい線が、タンクを作っていって貯蔵量がこうい

うふうに増えていく、そういったのも表しているものでございます。こういった形で、２

８年３月頃までには、８０万㎥を超えるような容量まで作っていくといった計画でござい

ます。 

 

○議長 

そうすると、入れ替えも含めて、５年という寿命も含めて、今のところ敷地内で間に合

うというふうに考えてよろしいですか。 

 

○東京電力（高橋氏） 

はい。そういうことでございます。 

 

○議長 

次は、広野町の方からありました作業員の被ばくの問題と、作業員の確保計画等につい

て御説明いただければと思います。 

 

○東京電力（高橋氏） 

作業員の方の被ばくにつきましては、まずは現場の環境、要するに放射線の量を探るこ

とが大事だと思っておりまして、これについては発災以来、がれきの撤去を行ってきまし

た。現状で申しますと、今大体毎日３，０００人を超えるような作業員の方々に入ってい

ただいていますが、その平均的な被ばくのレベルで申しますと、一人１か月当たり大体１

ミリシーベルトでございます。国の被ばくの基準が年間５０ミリシーベルト、５年間で１

００ミリシーベルトですから、継続的に働くためには、１年間に２０ミリシーベルト以下

に抑える必要があります。平均的なレベルではございますが、１か月１ミリシーベルトだ

とすると、１年で１２ミリシーベルトということで２０ミリシーベルトの半分強といった

ところまでは下がっています。ただこれはあくまでも平均的な話でございますので、例え

ば原子炉の建屋の中などは線量が高いので、先ほども中の燃料の話がありましたが、これ

からそういったところで作業する場合には、当然、高い被ばくが考えられてしまうという
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ことで、今、そういった建物の中についても、ロボット等を使ってがれきを取ったり、あ

るいは放射線に対する遮蔽を考えたり、あるいは除染をしたりということで線量を下げて

いくことを考えております。 

それともう一つ、実際に作業員の方に入っていただかなければいけないので、これにつ

いては、今後どういった作業がどの時期にどれ位見込まれるかということを計画して、そ

れを企業の方に予めお示しをして、計画的に作業員を手配することができるように、今企

業の方と一緒に進めているところでございます。 

 

○議長 

ありがとうございました。先ほど御質問いただいた方々、追加で御質問はございますで

しょうか。よろしいでしょうか。はい、では新たに、どうぞ。 

 

○富岡町 

富岡町の三瓶と申します。今、核種が６３種類のうち、６２種類は取れるという話をき

きました。一番問題なのはトリチウム、簡単な話、重水ですよね。水から水を取り除くこ

とができないということで大変苦労しているんだと思うんですけれども、世界の科学者に

対して、除去装置等の提案を行っていると聞きましたが、これが取り除けるような提案が

あったのかどうかをお聞きしたいのですが、お願いします。 

 

○議長 

個別に回答ありましたらお聞きしたいと思います。 

 

○内閣府 

御承知のとおり、世界各国においていろんな技術というものが受け継がれておりまして、

全部で約７８０の提案が各国から来ています。その中に、トリチウムの除去の技術という

のも、提案として入ってございます。それに関しまして、現在汚染水処理対策委員会のほ

うで、技術的内容とか、実現可能性といったような観点から、今評価をしているところで

ございます。海外では、重水炉と呼ばれている原子炉でトリチウムが発生しているところ

もありますので、トリチウムを取り除く技術はあるんですけれども、若干福島の状況とは

違うので、そのまま適応は難しいのかなとか、そういった議論を今やっているところでご

ざいます。今評価中でございます。 

 

○議長 

はい、ありがとうございました。その他、ございますでしょうか。どうぞ。 

 

○福島県農業協同組合中央会 

ＪＡ福島中央会の長島です。前半の御質問、さらにその御回答の関連でありますけれど

も、いろいろと手を尽くしておられるというその御努力は多とするところでありますけれ

ども、そうしたことの効果とか技術的な評価は、我々素人ですからなかなかできないんで
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すが、率直にお聞きしたいんですが、「こういうことをやるとこういう効果がありますよ」

という説明であり、それはそれで分かるんですが、我々素人が分かりやすいのはその裏返

しです。「なんかここのところは心配な点があるんですよ、弱いんですよ、リスクはこうで

すよ」と皆様方がそうやって心配していることが多々あると思うんですね。先ほどから言

っているように、人なり技術なり予算なり自然災害ということがあると思うんですけれど

も、「こう考えているがやっぱりここは弱い」というところがあると思うんです。それぞれ

受け止めていることがあると思うんですが、そういうことを率直にお聞かせいただければ

と思うんです。裏返してお尋ねしたいと思います。「全くその懸念材料はありません」と言

うのであれば、それはそれで質問の答えになりますけれどもいかがでしょうか。 

 

○議長 

私は全てが懸念材料になっていて、お答えできないのではないかと思っているんですが、

どうぞもしお答えできるんであれば。 

 

○東京電力（高橋氏） 

今の件ですが、議長がおっしゃったように、全てが懸念材料ということが確かにござい

ます。それで、いちいち挙げると切りがないですけれども、例えば、今フランジ型のタン

クに一定程度の放射性物質を含んだ水を溜めています。これからの漏洩というのはやはり

リスクで、実は今日もパトロールの途中で、非常に少ないですが４分に１滴滴下とかいう

ものが実は見つけられています。これについては、ボルトを締め直すといったことで一応

止まりましたけれども、そういったリスクもありますし、それから汚染水を溜めています

ので、例えば寿命が来たときにまた地震が起こるとか、そうした時にまた漏れ出さないの

かという懸念などもあります。また、例えば原子炉建屋では、同じ様な津波が来てしまっ

た時に、今、林が説明した資料１に書いてありますが、建屋の中には汚染水が溜まってい

ますので、津波がかかったことにより、汚染水が漏れ出てこないかというそういったもろ

もろ弱いところはもちろんありますが、それを私ども、それから国もいっしょになって考

えていただいておりまして、懸念があるところはやはりそれを措置しなければいけないと

いうことで、タンクの場合は堰を作るとかリプレイスをする、あるいは津波が来た場合で

も、汚染水が漏れ出ないようにパイプをつなぐとか、そういった措置をやっていくという

ことで、基本的には「明日全てうまくできるんです」というふうにはならないんですが、

今のそういった心配がどんなところにあるのかということは、議長が指摘されたようにい

ろいろあるわけで、それを遍くやって、懸念だけでは済まないので、それについて優先順

位を付けてしっかりと対応していく、そういった状況でございます。 

 

○福島県農業協同組合中央会 

国の方にも同じ質問をします。 

 

○内閣府 

まさしくそういった懸念を解決するために、いろんな場合を想定してリスクを洗い出し
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て、その対策を考えるというのが今の状況でございます。したがってここで書いてあるの

は、今までリスクだったものをどう対応していくのかということを洗い出したというふう

に御理解いただければと思っています。その上で、確かにまだリスクとか懸念というのは

ございまして、タンクのリプレイスにしましても、フランジ型タンク、先ほど漏れたタン

クですけれども、このリプレイスをどう優先するのか。それまで横置き型タンクがござい

まして、これは全部ホースでつながっているということもありまして、かつコンクリート

の堰がございません。したがってそこの漏洩リスクが高いと。また、リプレイスさせると、

中に入っている汚染水をどこかに移して、その上でリプレイスをしなければいけないんで

すけれども、その際にどっちを優先したらいいのか、その辺りはまた今後の課題だという

ふうに思っております。そういったものを現地調整会議では議論として挙げさせていただ

いております。その他にも、汚染水が原子炉建屋やタービン建屋の地下、それからプロセ

ス建屋と呼ばれている地下がございます。地下水でそこはコントロールしているんですけ

れども、ある意味高い線量の汚染源はそこにありますので、そこはもう浄化をしてきれい

にしていくというようなことは今度の現地調整会議のスケジュールのほうにも書かせてい

ただいておりますけれども、ある意味そういったリスクとかまだまだ残っているんではな

いかというふうに考えてございます。 

 

○議長 

よろしいでしょうか。はい、規制庁さんどうぞ。 

 

○原子力規制庁 

汚染水の中でいろいろなリスクがございます。その中で私どもが懸念をしておりますの

は、先ほど東京電力さんの説明の中にも一部あったかと思いますが、海側のトレンチ、こ

れを閉塞したり水を汲み上げたりするということが計画されていますが、タービン建屋の

中の水を、地下水がどんどん入ってきて汲み上げている関係で、事故当初に比べますと、

放射線濃度が下がる傾向にあります。ところがトレンチは、事故当初のままの高い放射性

レベルが維持されている状況です。そういった意味で、何らかの関係で、トレンチの中の

汚染水の漏れというのは、汚染水の中においては一番のリスクと私どもは考えております。

そういったことで、汚染水対策検討ワーキングにおきましても、まずそのタービン建屋と

トレンチの間を遮断して、その水を汲み上げてトレンチを閉塞するというようなことを指

示しておりますし、一度に汚染水を少なくするというのは今の状況から言って非常に困難

ですので、少しずつ周辺部から水をなくしていく、そういったまず一番始めのやり方とし

て、トレンチの水をなくす。それから２番として、野田さんのほうで御説明しましたプロ

セス建屋の中に入っている水、これは、別に建屋に入れなくても、別の容器に入れるなり、

一応バッファーとして、緩衝体としての位置付けでありますので、そういった水は早く処

分して、順次、今度はタービン建屋の水をなくしていって、原子炉の中だけで循環させる

ような、通常その小循環と呼んでおりますけれども、そのように汚染水が今いろんなとこ

ろに散らばって保管されておりますけれども、それを周辺部から、どんどん減らしていく

ということを基本的には指示をしてございます。今野田さんから少し話しがありましたけ
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れども、ちょっと小さいところでは、青色の横置きタンクにつきまして、タンク自体は溶

接タイプですので信頼性はあるんですけれども、それをつないでいる配管はホースですの

で、何らかの関係で漏れた時には、大体５、６００トンの水が全て漏れてしまうというよ

うな状況になっておりますので、非常にリスクが高いということで、この資料の説明の中

にはありませんが、私どもの汚染水対策ワーキングの中では、そのタンクについても、至

急対応を取るようにということで指示を出しているところでございます。 

 

○議長 

はい。ありがとうございました。よろしいでしょうか。その他はいかがでしょうか。は

い、どうぞ。 

 

○飯舘村 

飯舘村の菅野といいます。今回、人間の知恵で、そしてその科学技術で原子力発電をエ

ネルギー政策として使って、事故を起こしてしまいました。作る技術はあったけれども、

あの事故が起きても抑える技術がない、片肺でやってしまった、そういうことが身近で起

きた状況の中で、先ほど世界の叡智約７８０の提案があったという話がありました。これ

を精査して１２月頃取りまとめて、それから対応するということですが、今緊急性を要す

る中で、本当に緊急性を考えた場合、もっともっとスピード感を持ってやらなければいけ

ないと私は思っています。何かしら学者それぞれから約７８０も出たのであれば、原発の

事故対応に対して、その学者の方々の意見を積極的に受け入れてまとめてやっていく、そ

ういう叡智というか、知恵の和というか、そういうものが発揮できるような体制が国には

ないのかなと私は思います。何かしら精査をするといっても、結局国で判断して、そして

その対応をするという形だと思いますが、そこに何かしら世界の学者が日本に入り込めな

いようなシステムがもしあるとしたならば、やっぱり改善しなければだめではないかなと

私は思っています。もっともっとスピード感を持ってやっていただきたい、そんな気持ち

です。よろしくお願いします。 

 

○議長 

はい、ありがとうございました。提案のあった世界の叡智について、そういう壁がある

のかないのかというところと、スピーディーにということでございますけれども、野田さ

んのほうからお願いします。 

 

○内閣府 

海外の叡智を使う点でいいますと、要は事故当初に、急遽発生する汚染水を何とかしな

ければいけないということで、フランスのアレバの技術でございますとか、アメリカのキ

ュリオンの技術でございますとかを東京電力で採用していますし、それからロボットです

ね、アメリカの企業のロボットをまず持ってきて使うということで、緊急的にどうしても

必要ということに関して、そういう対応は取らせていただいたかと思っております。 

さらに、今本当にすぐやらなければいけないということは、先ほど現地調整会議でも御
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説明しましたように、期限を決めてここまでには必ずやれということで、我々も計画を作

って、かつ、干渉していくというようなことで迅速にやりたいと思っております。 

今、いわゆる世界の叡智、約７８０の提案が出てきておりますけれども、これに関しま

して今精査しているところでございますが、今御意見いただきましたので、急ぐようにと

いうことは本省にも伝えようと思います。ありがとうございます。 

 

○議長 

これからも、この会議で迅速さというものについては注目をしていきたいと思っていま

す。よろしいでしょうか。はい、その他ございませんでしょうか。はい。 

 

○福島県生活協同組合連合会 

福島県生協連の吉川と申します。緊急対策・抜本対策、その流れについては分かりまし

た。理解できるというか、こうなんだなと。いろいろ問題はありますけれども。 

一つ緊急ではないんですけれども、先ほどの多核種除去装置、ＡＬＰＳで、一旦汚染し

た水をタンクに貯蔵しているわけですけれども、この先です。前に東京電力さんは、それ

を海洋にできれば流したいというような意向があったかと思うんですけれども、汚染水は

いずれ溜まっていくと思うんですよね、このままですと。その辺のところを今どういうふ

うにお考えなのか、合わせてこれは国の担当の方にもお聞きしたいというふうに思います。 

 

○議長 

はい。それでは事業者の東電さんと国のほうからお願いしたいと思います。 

 

○東京電力（高橋氏） 

基本的には今までしているように、タンクの中に入っているものを、多核種除去設備を

使ってトリチウムだけの水にするということは、タンクの中に入っているもののリスクが

相当低くなるので、非常に重要なことだと思っています。それで、それに見合ったように

タンクを増設することと、先ほど言及ありましたように、緊急対策・抜本対策ということ

で、流入してくる水の量、そして増えていく水の量を抑えていくということで、先ほどの

野田さんのタンクリプレイス計画のところのグラフで、茶色の線の下にブルーの線があり

ます。それが、累積した水が、きれい、汚い、含めてなんですけれども、実際に増えてい

っている量でございますから、それを低減していくということをしっかりとやっていく、

そういったことだと思っております。 

 

○議長 

６２核種を取ったトリチウムが含まれている水は、もう一度タンクに保管をしていく、

これが今のところの原則だということですね。 

 

○東京電力（高橋氏） 

そういうことです。 
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○議長 

海洋放出は、とにかく今の段階では考えていないという理解でいいんですね。 

 

○東京電力（高橋氏） 

はい。 

 

○議長 

国のほうはいかがでしょうか。 

 

○内閣府 

そこは同じでございまして、ＡＬＰＳを通した後の水は、タンクに溜めるということで

移送したいと思ってございます。ただ、リスクという観点からしますと、ＡＬＰＳを通せ

ば、６２核種はほとんど検出限界値位に下がりますので、リスク低減という意味ではかな

り軽減するということにはなろうかと思っています。 

 

○議長 

すみません、小坂さん。規制委員長の田中先生から、時々海洋放出するというお話が新

聞報道されていますが、規制庁はどうなんでしょうか。 

 

○原子力規制庁 

私どもは、法律に基づいて判断いたしますので、告示濃度以下は、絶対守っていただか

ないといけないというふうに考えております。告示濃度以下のものに関して、どのように

取り扱うかというのは、私どもとしては法律に適応しているものでありますので、それ以

上は申し上げることではないと思っております。 

 

○議長 

告示濃度以下というのは、要するに薄めればいいというふうな発言で我々報道聞いてい

るんですが、その辺はどうなんですか。 

 

○原子力規制庁 

それはいろいろなやり方があると思います。例えば何らかの処理をすることによって、

ある程度取り除くこともできるかと思いますし、従来原子力施設においては、トリチウム

は希釈して放出しております。ただ、トータルの放出量の限度もありますので、何でもか

んでも希釈すれば全て出せるかというものではございません。ただ、トリチウムと、それ

以外に今汚染水として淡水化装置ＲＯで処理した水がタンクに溜められておりますけれど

も、非常にベータ線の強い核種に比べましたら、人体に与える影響というのは非常にリス

クは少ないですので、ＡＬＰＳで処理をすることは、非常によいことだと思っております。 
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○議長 

ありがとうございました。一応そういう返答でよろしいでしょうか。あまりよろしくな

いかもしれませんけれども、一応今の段階ではということで。 

その他ございますでしょうか。また深い議論ができなかったと言われると議長としては

大変厳しいんですが、最後にも質疑の時間がありますので、もし追加の御質問等がござい

ましたらその時にお願いしたいと思います。 

２番目の議題に入ってよろしいでしょうか。「福島第一原子力発電所４号機の燃料取出

し」についてということで、こちらの２番目の議題に入りたいと思います。まず、東京電

力さんのほうから、２０分で説明をお願いしたいと思うんですが、１５時１０分まででお

願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○東京電力（林氏） 

はい。承知しました。４号機の使用済燃料プールからの燃料の取出しにつきまして、資

料の３－１と３－２で御説明させていただきますが、その前に、本日動画を用意させてい

ただきましたので、動画の準備をさせていただいています。この間に少し補足をさせてい

ただこうと思いますけれども、資料の３－１が御説明をさせていただく全容でございます。

さらに詳しい内容につきまして資料の３－２ということで御用意させていただきました。

この資料の３－２の一番最後の紙でございますけれども、参考資料として付けさせていた

だいておりますが、当社が海外の有識者を招へいしまして、いろいろアドバイスをいただ

いております。その中でお二人のコメントについてこの資料の中で御紹介させていただい

ております。上の段がデール・クライン氏ということでございまして、これから御覧いた

だきます動画の中でもコメントいただいております。そしてその下のほうにはレイク・バ

レット氏ということでございまして、米国のスリーマイル２号機の事故の際に対応して御

活躍された方でございますけれども、こちらの方につきましては実際に４号機の現場を見

ていただきました。その結果、非常にプールもきれいになっているという御言葉があり、

元々の発電所でやっていた燃料の取出しとほとんど変わらないというような現場の状況と

の感想をいただいております。 

それでは動画のほうの準備ができましたので、まず御覧いただきたいと思います。 

 

【動 画 上 映】 

※上映した動画は東京電力ホームページでも配信されています。 

≪ＵＲＬ≫ 

http://www.tepco.co.jp/tepconews/library/movie-01j.html?bcpid=45149870002&bclid=

27905668002&bctid=642061648002 

 

動画のほうは以上でございます。今御覧いただいたような流れで、使用済燃料プールの

燃料取出しを行ってまいります。この作業自体は、長年、燃料の事故前におきまして、私

ども発電所で行っていた作業と同じ作業でございます。残念ながら４号機の建物の最上階

は爆発で吹き飛びまして、クレーンが存在しないという状況になりましたので、これを外

http://www.tepco.co.jp/tepconews/library/movie-01j.html?bcpid=45149870002&bclid=27905668002&bctid=642061648002
http://www.tepco.co.jp/tepconews/library/movie-01j.html?bcpid=45149870002&bclid=27905668002&bctid=642061648002
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側から建物を建ててこれを設置して、同じような作業をできるようにしているということ

でございます。 

今ほど申し上げました状態が、資料の３－１の左側に２枚の写真、それからその上に１

枚写真がございます。一番上にある小さな写真、これが事故時の４号機の状態でございま

す。爆発によりまして吹き飛びました壁と、いろいろながれきがそこに存在してございま

すが、これを片付けまして、現在の４号機という写真のような状態になっております。燃

料取出し用カバーという覆いをしてございますが、その右側に少し鉄骨の部分が見えてお

りますけれども、原子炉建屋の隣から構造物を建てまして、原子炉建屋に寄りかからない

ようにするため、これを設置しました。そしてそこにクレーンを乗せてございます。右側

に内部の写真がございますが、上に緑色のクレーンがございまして、その下のほうに、燃

料取扱機ということで、さらに緑色の塗装をした機体がございます。これらは元々、爆発

がない時には原子炉建屋の中にあったということでございます。そしてその下に取出しの

図がございますけれども、先ほど動画で見ていただきましたように、キャスクと呼んでお

ります専用の輸送容器に入れまして、これを運ぶということでございます。この運び出す

先は共用プールでございます。これは、地震や津波の影響を受けていない建物にございま

す。こちらのほうにはすでに６，０００体以上の使用済燃料がございます。これらは、同

じような作業をして事故前に運び出して、こちらのプールに収めていたということでござ

います。 

資料右のほうに、いろんな心配事がございますけれども、その辺につきましても、御回

答ということで載せておりますことが３項目ございます。まず一番上の段でございますが、

「燃料取出し中に地震が来ても落下することはありませんか」というようなことでござい

ます。先ほどの動画で御覧いただきましたが、燃料集合体の上部にハンドルが付いていま

して、そのハンドルを「つかんで持ち上げる」ということでございます。このハンドルを

つかんだ状態では、このつかみ具は絶対に離れないというふうな仕掛けで作ってございま

す。電源がなくなっても、また、エア駆動でございますので、供給している空気がなくな

っても、このつかんだ状態は変わらないというものでございます。 

中段の、「万が一落下した場合、核反応が起こることはありませんか」という御心配に

対しましては、これは燃料集合体１本１本取扱いまして、このような状況ではさらに臨界

に至るとことはないということでございます。 

さらに、「４号機の建物そのものの安全性は大丈夫ですか」といった御質問、御心配に

つきましても、東日本大震災の３・１１の地震と同等の震度６強が発生しても、この使用

済燃料プールを含めまして、原子炉建屋につきましては、耐震性が十分であることを確認

してございます。 

続きまして、資料の裏面を御覧いただきたいと思います。まず左の上ですが、燃料取出

し工程ということでございます。先ほど動画で御覧いただきましたので、その中身につき

ましての詳細な御説明は省かせていただきますが、輸送容器、燃料集合体２２体を収める

ものを今回用意してございます。２２体ずつ運び出すということでございます。 

続きまして、左側の下でございますけれども、大きな写真がございますが、実際の４号

機のプール、１１月５日に上から撮影したものでございます。この上には、事故当時には
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もっと大きながれき、鉄骨等が存在しておりましたが、それらの片付けはすべて終わって

おります。先ほどの動画の中にもありましたが、左側のちょっと上に日別の写真がついて

おりますけれども、がれき撤去作業ということで、燃料集合体の上部に存在しているコン

クリートがれき、大粒のもの、小粒のもの、それらを除去していこうという作業でござい

ます。大粒のものはこういったつまみ上げをして籠に入れるという作業でございますが、

小粒のものは掃除機のようなもので吸い取るということをやっております。きれいにして

いく作業と、燃料の取出しを並行してやってまいりまして、１１月の中旬からスタートで

きる予定でございます。 

さらに、準備状況でございますけれども、資料の右上の段でございますが、作業員訓練

ということで、同じような装置を使いまして、これらの取扱いの訓練をやっております。

さらに加えまして、通常の事故前の燃料取出しと違うということで一つの懸念事項でござ

いまして、先ほど御覧いただきましたプールの燃料の上に乗っている小さながれき、これ

らがその燃料を収めているラックと燃料の間に詰まって、取り出す時に持ち上がらなくな

る可能性というのを懸念事項として持っております。このような事態になった場合に対処

するべく、その詰まった小さながれきを取り除く装置等やカメラも準備してございますけ

れども、これらの取扱い訓練等を含めまして、事前の準備をやってございます。そこに訓

練計画というふうに記載がございますけれども、実際に１１月４日に４８名が訓練を修了

しているという状況でございます。 

さらに、万が一トラブルが起きた場合の連絡体制でございますけれども、例えば、一時

帰宅等でお戻りになっていらっしゃる皆様にも、滞りなく連絡が届くようにといったこと

を考慮して準備してございます。例えば、一時帰宅の最中でございますとトランシーバー

を持っていらっしゃると思いますので、そちらのほうへ連絡が行き届くような、そういっ

たところを考えてございます。 

以上、簡単でございますが、御用意させていただいた資料での説明はこれぐらいにしま

して、御質問等ございましたら、それに応じるように資料３－２というのも用意してござ

いますので、まず御意見、御質問等を頂戴したいと思います。 

 

○議長 

ありがとうございます。皆様の御質問を受ける前に、まずこの作業について、規制庁と

して許可をしているというふうに思いますけれども、それについての考え方といいましょ

うか、安全確認についてはどのように実施されているかということを、規制庁のほうから

御説明いただきたいと思います。 

 

○原子力規制庁 

それでは、規制庁の対応について御説明させていただきます。先ほど説明がありました

まずカバーの建設段階から、私どもは確認をしてございます。カバーの建設について、基

本的には、どういうような計画、設計になっているのかということを審査して、その後現

地で作業が始まりますが、現地での作業の結果、計画どおりに作られているかどうかいう

ことを現地で検査をして合格証を出すというような流れになっておりますけれども、まず、
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カバーにつきましては、地盤改良の段階から確認をしておりまして、提出された資料に基

づいて、基礎工事であれば例えば配筋の太さ、ピッチは適切に計画どおりになっているの

か、それから、例えばアンカーボルトの埋める深さが適切になっているのか、というよう

なことから確認をしております。その結果、先日使用前検査ということで、現地でそうい

ったカバーの状況、それからこのカバーに放射性物質の拡散をしないようにということで

換気設備が取り付けられていますが、そういった換気装置が適切に作動するのかどうかな

ど検査を行っています。 

それから、燃料を取り出す際のクレーンですけれども、やはりこれにつきましては、燃

料の吊り落とし、またクレーンにおきましては容器の吊り落としということがないように、

いろんな安全処置が講じられています。そういったものが適切であるかどうかということ

を審査で確認をしております。先ほどの資料３－１で東京電力が説明されましたフックが、

どういう状態になっても開かない、要は燃料を吊り落とさない状態になっているかどうか、

こういったことを現地で模擬燃料を使いまして、実際に作動試験を行って、電源を落とす

というようなことをやってもフックが開かないというような機能の確認をした上で、合格

証を出しております。 

それと、作業の手順についても、審査の中で確認をしております。これにつきましては、

実際の現地で使います手順書につきまして、今月の１３日から保安検査というものが始ま

っております。この保安検査の中で、そういった手順書が適切に作成されて、作業員にも

それなりに訓練が行われて力量を持っているかどうかいうことの事前の確認をしていると

ころでございます。この保安検査につきましては、燃料取出しが終わるまで継続されるこ

とになります。 

それから、先ほども少し出ておりましたけれども、この４号機の使用済燃料プールは、

事故直後に水が少なくなっているということで海水を入れておりますので、燃料の腐食と

いうものが心配されておりました。燃料が腐食しておりますと、吊り上げる時に、燃料が

途中で破断してしまうということで損傷させてしまう可能性がありますので、そういった

ものにつきましては、昨年、新燃料２体を取り出しておりますけれども、その新燃料の点

検の現場にも立ち会って、腐食はないということの確認をしております。また東京電力に

おいては、燃料プールと同じ水質の環境で腐食試験をやった結果で評価をしております。

そういったものの確認をした上で、燃料についても、十分その腐食という観点においては

問題がないだろうというような評価をしております。 

どちらにしましても、通常の燃料の取出しと違いまして、やはり、大きながれきが落ち

た影響、それから小さながれきやごみの影響というものがあるかと思いますので、燃料取

出し作業においては慎重にやっていく必要があります。私どもも作業がある程度順調に行

くまでは、検査官が現場で立ち会ってその状況を確認してまいりますとともに、本庁のほ

うと逐次連絡を取りながら、しっかりと監視をしていきたいと思っております。 

以上でございます。 

 

○議長 

はい、ありがとうございました。それでは、４号機の燃料取出しについて、御質問、御
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意見等いただければと思います。いかがでしょうか。はい、どうぞ。 

 

○福島県消費者団体連絡協議会 

福島県消団連の田崎と申します。この４号機の燃料取出しの開始が平成２５年１１月と

いうふうにこちらに書いてあるんですけれども、この４号機の中にはどのぐらいの本数が

あって、１日どの位を目安に取り出して、いつ頃終わるのでしょうか。多少のずれはあっ

たとしても、その期間というのはどの位になりますでしょうか。 

 

○議長 

お答え下さい。 

 

○東京電力（林氏） 

はい、御質問ありがとうございます。４号機のプールには、燃料が１，５３３体ござい

ます。１回当たり２２体取り出して、工程的には７０回位なんですけれども、期間は約１

年で取出しが完了する予定でございます。 

 

○議長 

ありがとうございました。よろしいでしょうか。その他どうぞ。はい。 

 

○川内村 

川内村の志賀と申します。共用プールは、３・１１の震災前から利用していると聞いて

いますが、３・１１の時は宮城と福島は大変な震度のところだったんですよね。それで、

この共用プールは地上にあるものですからその点は良かったんですが、バルブ、パイプの

損傷や沈み等はなかったのかどうかお聞きします。 

それとキャスク、これは以前使っていた、要するに使用済燃料に使っていたキャスクを

使用するのか、また、燃料に歪みとかがあるとしょうがないので、この際新しく、少し大

きいものにしたのか、そういうところをお聞きします。 

 

○議長 

２点、御回答いただきたいと思います。東電さんのほうからお願いいたします。 

 

○東京電力（林氏） 

まず、１点目の共用プールの地震の影響でございますが、この建物や設備に対しての影

響はございませんが、やはりプールですので、冷却機能、この冷却のための設備が、電源

喪失によりまして停止してございます。しかし、震災後１１日で、それらの復旧が完了し

てございます。したがいまして、共用プールにつきましては健全な状態でございます。 

もう１点のキャスクについてでございますけれども、通常の使用済燃料と同じ状態を収

める想定で作ってございまして、燃料の歪みとか変形を考慮していないといいますか、普

通の燃料２２体を運び出せるものを用意してございます。また、特殊な変形があるような
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燃料につきましては、別の入れ物も存在してございますが、それにつきましては、まだ具

体的にどのようにというところは計画を立てているところではございません。 

 

○議長 

よろしいでしょうか。その他ございませんでしょうか。はいどうぞ。 

 

○川俣町 

川俣町の大内と申します。安全に取り出せるというような説明はよく分かりました。取

り出した後、共用プールに何年ぐらい置く計画で今いらっしゃるんでしょうか。取り出し

た後は、何年間か冷やさなくてはならないとは聞いておりますけれども、この後福島には

何年ぐらい置かなければならないのかなと、この辺のところをもし分かればお聞きしたい

と思います。 

 

○議長 

はい。難しい問題ですがどうぞお願いします。 

 

○東京電力（林氏） 

はい、御質問いただきました、将来どのような状況になるかということでございますが、

現在何年ぐらいに運び出しが行えるとか、そういった具体的に申し上げることができない

状況でございます。使用済燃料プールにおきましては、１号機から４号機に約３，０００

体ございます。現状共用プールには６，３００体ほどございますが、共有プールの保管容

量が６，８００体ぐらいでございまして、ほぼ満杯の状態でございますので、運び出す予

定の３，０００体が収まるように、まず約３，０００体分どかさなければいけないという

状況でございます。これらの３，０００体をどうするのかと申し上げますと、敷地の中に

乾式キャスクという輸送容器とはまた別の保管容器がございまして、この保管容器に収め

て、発電所の敷地の中に保管しておくということでございます。先ほどの４号機の燃料取

出しと並行しまして、この共用プールの燃料の運び出し、それから保管も並行して実施し

てまいります。この乾式と言っている保管容器につきましては、水の中で冷やし続けなけ

ればいけないという状況ではございませんで、空気冷却で十分に対応できる、そういった

燃料を収めてまいります。したがいまして、共用プールで保管しておりますと、乾式とい

ったような空冷で冷却が可能な状態になっていくということでございます。将来につきま

しても、申し訳ございませんが具体的に申し上げることはできません。そのような状況で

ございます。 

 

○議長 

私の理解では、基本的にはたぶんそこにずっと置かなければならないということです。

最終処分場みたいなものができればそこに移動させることもあるんだと思いますが、それ

まではずっと置いておくことになると思います。できれば野田さん、もし最終処分場関係

の国の動きが分かればお教えいただきたいんですが、いかがでしょうか。 
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○内閣府 

現在、最終処分場について、日本では地層処分といいまして、高レベルの放射性廃棄物

をガラス固化したものを地下３００ｍから５００ｍのところに最終的に処分をするという

方策を取っています。国際的にも、どの国もそういった方策を取っているわけでございま

すけれども、現在廃棄物の検討委員会を立ち上げてございまして、東日本大震災で得られ

た様々な地震とか、津波とか、そういったデータを見ながら、最終処分場の在り方という

ものを今検討しているという状況でございます。その制度的なものは、西暦２０００年に

法律も作って対応しているところでございますけれども、やはり最終処分場の場所が見つ

からないという課題が世界各国共通でございまして、日本も抱えてございますので、そう

いった検討をさせていただいているという状況でございます。 

 

○議長 

ありがとうございます。よろしいでしょうか。そういう現状です。その他ございますで

しょうか。はい、手前の方からどうぞ。 

 

○双葉町 

すみません。作業員の訓練は十分かということなんですが、４８名修了ということです

が、ここの空間線量はどの位あって、今の線量を考慮して４８名で大丈夫ということなん

でしょうか。 

 

○東京電力（高橋氏） 

今、この部分はかなり線量が下がってきていまして、１時間あたり０．１ミリシーベル

ト、高いところでも０．３ミリシーベルトぐらいまで下がっております。それで、燃料交

換器の作業は結構神経を使って大変なものなので、２時間位やったら次に交代といったこ

とを考えています。一班６人位だったと思いますが、それを６グループ作って交代でやっ

ていく、そういったことで対応していきたいと考えてございます。 

 

○議長 

一応４８人の体制で今のところは連続的にできると。 

 

○東京電力（高橋氏） 

はい、十分だと思います。 

 

○議長 

はい、よろしいでしょうか。はい、次の方すみません。お待たせしました。よろしくお

願いいたします。 
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○葛尾村 

はい、すみません。共用プールなんですけれども、容量が６，８００体、その他にも３，

０００体移動しなくてはならないということで、その貯蔵庫も含めたテロ対策のほうはし

っかりとお願いしたいと思うんですがいかがでしょうか。 

 

○議長 

よろしくお願いいたします。 

 

○東京電力（林氏） 

はい。発電所の敷地の中でまず保管をいたします。したがいまして、当社敷地につきま

しても、核物質防護は十分にできているというふうに思ってございますが、先ほど専用の

保管容器に入れると申し上げましたが、これらは発電所の元々陸上部なんかがあったとこ

ろなんですけれども、高台にもキャスクが専用で保管できるようなコンクリートのボック

ス、それからフェンスを設けまして、防護管理の体制は十分に整えて、そこに保管してお

きます。 

 

○議長 

よろしいですか。その他ございませんでしょうか。はい、どうぞ。 

 

○福島県県飲食業生活衛生同業組合 

福島県飲食業生活衛生同業組合、福地と申します。共用プールにおいては、１０年、２

０年と長期的な保管を考慮されているということなんですが、最終処分場が決まっていな

いということは、もっともっと、まだまだずっと置かなくてはいけないという場合には、

また作り直して移動させるとかそういうことになるんですか。５０年とか６０年持たない

と思いますが。 

 

○議長 

どうぞ。 

 

○東京電力（高橋氏） 

共用プールにつきましては、明確には言えないですけれども、例えば２０年で持たない

とかそういうものではないです。これは、基本的には鉄筋コンクリート構造で、そして内

側にはステンレスの板を貼って漏洩を防止しています。通常のコンクリート構造物でも５

０年６０年十分持ちます。本当にしっかりとしてやったような港の護岸なんていうのも、

１００年以上持っているところもありますので、例えば、数十年過ぎたからすぐ建て替え

るということにはならないと思います。こういったものについては、共用プールに限らず

他のところの原子炉の建物とかでもそうですが、定期的にある程度、例えば３０年位が目

安になりますが、コンクリートが劣化していないかということで現物のコンクリートをち

ょっと取り出して調べてみるとか、そういったことで健全性を確認しながら対応していき
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ます。もちろん冷却装置とかそういった機械物は、ある程度寿命が分かりますので、きち

んとリプレイスするなどしていきます。そういったことで対応が可能だと思っております。

もちろん、それこそ１００年、２００年、そういった話になるとまた違った話だとは思い

ます。 

 

○議長 

よろしいですか。はい、次、他ございませんでしょうか。 

 

○福島県飲食業生活衛生同業組合 

すみません。共用プールに入っている燃料は、基本的に何年ぐらいずっと置かなくては

いけないんですか。最終処分場ができるまでずっと置かなくてはいけないんですか。 

 

○議長 

その点について。 

 

○東京電力（高橋氏） 

使用済燃料は熱を出し続けます。出し続けますが、時間とともにどんどん減っていきま

す。ですから、共用プールに水漬けというのは非常に熱を取る力がありますので、燃焼が

終わってすぐの燃料、まだ熱をどんどんたくさん出しているものは水で冷却します。また、

先ほど話があったように、ある程度時間が経った燃料は発熱量が小さくなります。そうし

ますと、乾式キャスクと言って、円筒形の容器の中に水を入れなくても、原理が空気、気

体ですね、それだけでも十分冷却ができるようになりますので、当然やはり水を使った設

備を使うよりは、単純な、水を何トンも使わないような方法のほうが信頼度が高いですか

ら、基本的にはそういった燃料は、乾式キャスクとか、もっとシンプルで信頼性の高いも

ので保管していくということに基本的になっています。 

 

○福島県飲食業生活衛生同業組合 

その乾式キャスクには何年ぐらい入れているんですか。 

 

○東京電力（林氏） 

乾式キャスクに入れる燃料の年数でございますか。１７～８年の冷却を経たものを入れ

ます。乾式キャスクにつきましては、水を抜きまして窒素を封入して腐食等の心配がない

ような状態にして収めます。２２体ずつ運びますと申し上げました使用済燃料プールから

の輸送の場合には、水中で収めて水が入ったままで運ぶというものでございます。 

失礼しました。窒素と申し上げましたが、すみません間違いました。ヘリウムガスでご

ざいました。大変失礼しました。 

 

○福県飲食業生活衛生同業組合 

そうすると、とりあえず共用プールに入れておいて、どんどん熱が下がった燃料を、今



39 

 

度は乾式の容器に入れてまた置いておくということですか。 

 

○東京電力（高橋氏） 

これは一概ではなくていろんな考え方があります。乾式のキャスクに入れておくという

やり方もありますし、あるいは言ってみれば倉庫に近いと思うんですけども、そういった

遮蔽効果のある建物を作って保管するというやり方もありまして、いくつかのやり方はあ

りますが、基本的には熱の発生が非常に小さくなったものは、水を使って冷却するよりは、

単純な信頼性の高い場所で保管していくということが、世界各国での主流の考え方になっ

てございます。 

 

○議長 

よろしいですか。はい。ありがとうございました。 

 

○内閣府 

ちょっと補足説明がございます。 

 

○議長 

国からの追加説明をお願いします。 

 

○内閣府 

今回取り出す使用済燃料でございますけれども、先ほど規制庁からお話がありましたと

おり、事故の当初の時に、燃料冷却のために海水を満たしてございますので、確かに問題

があるところでございます。したがいまして、今後の処理とか保管方法につきまして、現

在、燃料の長期健全性の評価、それから処理に向けた検討を、中長期ロードマップの中の

技術開発の項目として挙げてございます。そういった結果を踏まえて、ロードマップ上は

２０２０年度頃に処理処分の方向について検討するということに一応してございます。 

 

○議長 

はい。ありがとうございました。それでは、手を挙げました方、はい、どうぞ。 

 

○富岡町 

富岡の三瓶です。過日、マスコミ報道で、資料３－１のＱの２番目にあるように、問題

があった燃料体が３体だかあったということが報じられていました。この変形したものと

いうのは、取出しは可能な状態なのかどうか、それから、今後、通常の保管状態でいいの

かどうか、その辺を教えて下さい。 

 

○議長 

よろしくお願いします。 
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○東京電力（林氏） 

先ほど変形があったものの考慮をしているか、という御質問をいただきましたが、その

時に回答が不十分で申し訳ございません。２２体ずつ取り出すものが、健全な正常な燃料

でございますけれども、変形があったものにつきましては、別途、その変形があったもの、

あるいはあの破損のあったものを運び出すための輸送容器というものを用意することにな

っております。それにつきましては、具体化に向けまして検討を行っているところでござ

います。 

先ほど御質問ございました３体についてでございますが、そのうちの２体が、過去にピ

ンホール、燃料破損と申しまして、燃料被覆管に損傷があったもの、これが２体でござい

ます。これは、平成１８年、それから平成２０年に起こったものでございます。それから

もう１つ、燃料集合体自体が「く」の字に変形してしまっているものがございまして、そ

れは１９８２年に起こりまして、操作途上で失敗をしまして、燃料を取り出す際に途中ま

で持ち上げた状態で横に移動してしまい、「く」の字に曲がってしまいました。約５度曲が

っております。これにつきましては、２２体運びます通常の輸送容器では運べませんので、

これを運び出すための輸送容器も今後開発をしてまいる、用意してまいるということでご

ざいます。 

 

○議長 

よろしいですか。はい。ありがとうございました。その他、いかがでしょう。はいどう

ぞ。 

 

○大熊町 

燃料取出しということで、ちょっとお願いがあるんですが、工程表をもう少し細目で作

っていただきたいということです。というのは、燃料が１，５３３体ありますね。その上

すべて取り出すまでに１年かかるということでございます。そうすると、こういう会議で

ぱっと資料を見た時に「今現在、何本取り出しましたよ。」そういう一つ一つの経過がわか

るように、しっかりと工程を作っていただければ、一番皆様が分かりやすいのではないか

なと思います。 

ということは一目瞭然ですね。「現在何本取出しが終わっていますね。そうするとあと

何か月あるので、そうすると後どういう形でステップが踏めますね。」そういう小分けの細

目があると非常にありがたいなという気持ちです。 

 

○東京電力（林氏） 

はい、承知いたしました。私どもとしましても、公表のタイミングとかそういったこと

も今検討中でございまして、進捗について明確に皆様にお伝えできるように、この会議の

場だけではなく、そういったことができるようにということで考えているところでござい

ます。 
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○議長 

はい。ぜひロードマップもそうですけれども、今回の燃料の取出しや、汚染水対策につ

いても、どういうステップがあって、そのステップの中でどういうリスクがあって、その

対策がどういうふうに取られているかということがステップごとに分かるような、もちろ

ん例えばワーキンググループに使うような細かいものから、こういう会議に使うもの、そ

れぞれ指標が違うと思うんですよね。こういう会議で、国の対策で使っているような１０

０ページ以上のマニュアルを持って来ていただいたてもどうしようもないので、やっぱり

県民レベルで分かる、そういうものを出していただくと、たぶんロードマップについても、

それから工程表についてもよろしいのかなと思うんですが、私のほうも後でお願いをした

いというふうに思っております。よろしいでしょうか、そういう扱いにさせていただきた

いと思いますので。 

その他にいかがでしょう。はい、どうぞ。 

 

○浪江町 

浪江町の岡です。すみません、素人でちょっと分からないんですけれども、燃料を移動

させたら、放射性物質が飛散するのではないかという不安があります。そして周辺の放射

線量に影響はないか、そして万が一落下した場合、核反応が起こるんではないかとそうい

う心配があるんですけれども、分からないので教えて下さい。 

 

○議長 

できれば、燃料取出しの際に燃料がプールの外に出た時とか、資料には書いてあります

が、その辺を御説明いただけませんでしょうか。 

 

○東京電力（林氏） 

はい。まず運ぶことによって放射性物質の飛散がないかという御心配でございますが、

動画でも御覧いただきましたように、輸送容器を水中にまず沈めまして、水中作業で燃料

をその中に収めます。そして蓋をしまして、それを吊り上げ、吊り上げ途上で、空気中に

さらされる時に、その容器自体の汚れが心配されると思いますけれども、洗浄しながら吊

り上げていきまして、容器の汚染がない状態にして地上に降ろします。それで運搬をして

共用プールに移動するわけです。したがいまして、正常に運搬できれば、放射性物質の飛

散はございません。御心配な点、輸送の途中で吊り上げている容器が落下して、例えば蓋

が外れてしまう、そういったことだと思います。私たちもそういったリスクを考慮してご

ざいまして、例えばそういった場合には、蓋が外れて中の水が漏れるということで、放射

性物質が飛散するという状況になると思います。そういった場合の最悪の状況というのは、

収めていた２２体全てが壊れてしまう、壊れるというのは被覆管に損傷が生じて、燃料の

被覆管というのは密封されているんですが、そこに事故の時に飛び散ったような放射性の

ガスですとかそういったものが内在しているんですけれども、それが空気中に漂うような

状況になることですが、それによってどれくらい周辺への影響があるかということで、敷

地境界でどれくらいの線量になってしまうのかということも評価してございます。具体的
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にどのくらいになるかということでございますけれども、輸送容器そのものが落下した場

合につきましては、敷地境界におきまして、計算上では１時間あたり５．３×１０－３ミリ

シーベルトという数字でございますが、ちょっと分かりづらいので、０．００５ミリシー

ベルト、したがいまして５０マイクロ・・・５マイクロです、大変失礼しました。５マイ

クロシーベルトになります。先ほど申し上げましたガスが漂って敷地境界の辺りを通過す

るわけですが、一時的にそのくらいの線量になるという推定でございます。 

 

○議長 

よろしいでしょうか。念のためにですけども、冷却水の放射能濃度は分かりますか。冷

却水が基本的に放射性物質は含んでいないということでよろしいですか。冷却水の汚染水

の濃度が分かれば。 

 

○東京電力（徳森氏） 

すみません、後ろから失礼いたします。原子力立地本部の徳森と申します。キャスクは

共用プールから空キャスクを持って行くんですが、共用プールの水を入れて４号機原子炉

建屋に持って行きますので、４号機使用済燃料プールの水も若干混じることがございます

が、共用プールは４号機使用済燃料プールよりもさらに非常に放射能濃度が低いですので、

キャスクの中にある水については非常に放射能の濃度としては低いレベルというふうに考

えてございます。 

 

○議長 

具体的に分かりますか。 

 

○東京電力（徳森氏） 

すみません、ちょっと数字のほうは手元にございません。 

 

○議長 

分かりました。 

 

○東京電力（徳森氏） 

申し訳ございません。 

 

○議長 

よろしいでしょうか。具体的な数字がないですけれども、高い放射能は含まれていない

というそういうお話だと思います。その他ございますでしょうか。今回はなるべく皆様に

いろんな不安材料や懸念材料を聞かせていただこうということで時間を取ったつもりでご

ざいますが、大丈夫でしょうか。いかがでしょうか。 

はい、それでは、今までの皆様の意見の中には、先ほどの４号機の燃料取出しだけでは

なくて、県のほうからお答えしていただいたもの、第１回の会議分の皆様から出された意
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見等への回答についても御不安な点があったのではと思うんですが、ここで合わせて、全

体の懸念材料ということで出していただいて質疑したいと思いますがいかがでしょうか。

特に、東京電力のほうから回答がありました、前回のロードマップの件、それから情報提

供の件、それから規制庁の監視の件、国のリーダーシップの件、というようなことが、私

達の第１回の会議の中でお話をして御回答いただいたわけでありますが、いかがでしょう。

それについて、追加で御質問がございましたらお願いをしたいと思いますが。はい。 

 

○福島県女性団体連絡協議会 

女団連の鈴木と申します。技術的なことではありませんけれども、２点ほどお願いした

いと思います。 

１つは、前回もそうでしたけれども、非常に詳しい細かなデータをたくさんいただきま

した。このデータは、この会議の少なくとも１週間ぐらい前に目を通させていただきたい

ので、事前に送っていただくということはできませんでしょうか。 

それからもう１点は、先ほどホームページの話も出ましたけれども、それぞれの関係機

関の中で、皆様ホームページを作っていらっしゃいます。一つの問題について検索しよう

かと思いますと、非常に時間が取られて大変なのですが、何とか簡単に見られるというよ

うな、私達みたいな素人でも簡単に見られるようなホームページにしていただくことはで

きないでしょうか。 

 

○議長 

ありがとうございます。事務局のほうでいかがでしょうか。 

 

○事務局 

事務局の県原子力安全対策課の渡辺と申します。資料を事前に送ってほしいというお話

でございますが、準備の都合上、一週間という御約束は難しいかもしれませんが、皆様に

ここでしっかりと議論いただくためにも、事前に資料をお送りするという形で進めさせて

いただきます。なるべく早い段階でお送りできるように努力してまいりますのでよろしく

お願いいたします。 

それから、ホームページの件ですが、東京電力、それから国のほうでもそれぞれホーム

ページを持っておられますが、例えば今回のこの会合につきましては、私どもでこの会議

が終わり次第、この関係資料を含めて、県のホームページのほうに掲載をさせていただく

予定になっておりますが、県のトップページに例えば新着情報とか最新情報の項目があり

ますので、そういう最初のトップページに目立つような形を工夫しまして、そこを押して

いただければたどり着けるような、そういった工夫をさせていただきまして、県民の皆様

に分かりやすい情報提供を引き続き努めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。 

 

○議長 

それから、事業者や国のほうではいかがでしょう。要するに、私たちもそうなんですが、



44 

 

ホームページでいろんな情報を見ていますが、今回も、安全対策について、「広報体制につ

いて、こういう規定ができて、ホームページに掲載してあります」という御回答です。で

すが、そのホームページというのは、確かに広報の義務は果たしているかもしれませんけ

れども、本当に皆様にちゃんと分かってもらえているかというと、なかなかこれは、私も

毎日半日ぐらいはコンピュータと格闘してやっているんですが、その中から情報ってきち

っと伝わらないんですよね。ですから、最低限伝えなければならない情報を伝えておいた

ほうがいい状況というものについて選別をして、やっぱり何らかの形で公開をしていただ

く、これはマスコミの方も含めて必要なことだと思うんですけれども、そういう工夫がで

きないだろうかということで、前から実は「情報の見える化」ということを少し検討して

いただけないかなとちょっと思っていて、たぶんこの県民会議もそれに大きな役割を果た

していると私も思っているんですけれども、そういうことを、事業者なり国なりで御検討

いただけないかと思うんですが、この辺はいかがですか。なかなか実際はいろんな作業し

ながら情報公開しなければいけない、廃炉の対策も進めなければいけないという御苦労は

十分分かりますけれども、やっぱり県民に安心なり安全なりということを知らせるという

意味でも、広報体制というのをもうちょっと工夫しないと、「ホームページに掲載しました」

だけでは済まないのではないかと私は思っているんですけれども。 

 

○東京電力（石崎氏） 

はい。あの東京電力、石崎でございますが、御指摘の点、重く受け止めております。こ

の場でなくても、いろんなところから以前からそういうお話がございまして、私どももい

ろいろ工夫はしているつもりではありますけれども、まだまだ至らない点があるというこ

とを反省しております。ホームページも、今こういう時代ですから、大きなツールだとは

思いますけれども、それ以外に、新聞の折込みとか、いろいろ工夫はあると思いますので、

これから努力してまいります。よろしくお願いいたします。 

 

○議長 

特に、やっぱり新聞が、事故は報道するんですけれども、安全にここまで進んだという

報道はないんです。これは我々が安心を得るためにぜひとも必要な情報なんですよ。とこ

ろが記事にはならないんです。当たり前ではないかという議論になって。ところが福島で

はまだそんな状況ではありませんので、ある程度新聞なんかも関わるかもしれませんけれ

ども、ここまで進んでいるという状況も含めて、先ほどのロードマップ、あるいはその進

み具合というような形で、安心を与えるような、決して嘘ではなくて、確定された情報を

きちっと広報する体制というのを整えていただくと嬉しいなというふうに思います。 

国のほうはどうですか。そういう意味での検討というのは、汚染水処理対策委員会の細

かい技術的な話を公開してということではなくても、やっぱり国が先進的にここまでやっ

ているという情報、あるいはここまで確認をしてここまでやっているという情報について

は、ぜひ広報の検討をしていただきたいなと思うんですが。 
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○内閣府 

はい。そこはずっと当初からの課題でございまして、ロードマップをいかに分かりやす

く県民の皆様方に御理解いただくかというのは、当初から我々非常に苦労しているところ

でございます。毎月毎月のロードマップを分かりやすくした資料を作って、基本的にＡ３

で３ページぐらいの分量にしたもので御説明させていただいておりますし、ポイントポイ

ントにおいては、もっと簡単に図を多用化して文字をなるべく少なくするという工夫をさ

せたものを、折込チラシに入れさせていただくなどしてございます。我々もそこは非常に

苦労しておりまして、こうしたら分かりやすいんじゃないかという御意見いただけると、

我々としても非常に助かります。 

 

○議長 

折込チラシがあるということですが見ましたか。私はまだ見てないんですけれども・・・。 

どうぞ。はい。 

 

○福島県飲食業生活衛生同業組合 

今、こうしたら分かりやすいんじゃないかということで御意見いただきたいということ

でしたが、先ほど見た動画みたいなものは結構分かりやすかったかなと思います。やっぱ

り、私も資料を見させていただいているんですけれども、なかなか素人目に見ても非常に

難しいなという感じがして、とりあえず分かりやすいのは動画のようなものを作っていた

だいて、廃炉に向けて「こういう感じでこうなって、最終的にはこうなる」みたいな、子

供にも分かりやすいものを作っていただくといいかなというふうに思います。 

 

○議長 

はい。若い人向け、コンピュータを使う人たち向けには動画も有効ですが、我々はペー

パーで確認するということもありますので、いろいろな意見が出て対応がなかなか難しい

かもしれませんが、ぜひ県なり我々のメンバーなりを使っていただいて御相談いただけれ

ば、いろんな形で知恵をこの会議で出したいと思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

その他ございませんでしょうか。はい、どうぞ。 

 

○葛尾村 

すみません。日本には現在５８基の原子力発電所があったと思うんですが、万が一の事

故の際に、ホウ酸水というものを入れれば、原子力中性子が止まるということを聞いてい

るんですが、日本ではホウ酸水というものは確保していないんでしょうか。それとも、原

子力発電所自体が五重の壁に守られており安全ということで、そういういった事故は想定

していないということで、ホウ酸水というものは確保をしていなかったんでしょうか、ど

うなんでしょう。 
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○議長 

はい、よろしくお願いします。 

 

○東京電力（高橋氏） 

基本的には、各発電所で確保しています。それで、今回の場合は、中性子は止まりまし

たが、先ほどから話していますように、原子力の場合中性子が止まって核分裂が止まりま

しても、燃料が依然として熱を発生し続けます。その対応はホウ酸では駄目で、これにつ

いてはとにかく冷やすことです。冷やすのも結構熱が多いですから、先ほどの使用済燃料

は１０年とか経ったら空気でも冷えると申しましたけれども、当初、事故の瞬間まで発電

していたものですから、核分裂が止まっても出てくる熱が非常に多くて、これを冷やすに

はどうしても水をかけて冷却する必要がありました。残念ながら今回の福島第一の事故で

は、そこで水をちゃんとかけて冷やしてやるということができずに、燃料が壊れてしまっ

たということでございます。 

 

○葛尾村 

燃料棒という集合体ですよね。ジュエルという金属がありますね。鋼鉄というんですか、

ジュラルミンというんですか・・・。 

 

○議長 

ジルコニウムですか。 

 

○葛尾村 

ジルコニウムですか。それは、電源喪失した場合に、万が一の場合に熱によって溶けて

しまう、高温の場合ですと溶けてしまうということを想定していなかったんでしょうか。

水素爆発を抑えるというか、そういうことは考えていなかったんでしょうか。 

 

○議長 

今日の議論とちょっと違いますが、すみません。 

 

○東京電力（高橋氏） 

結果としてそういう事態になって本当に申し訳ありません。当然ながらジルコニウムの

性質、ある程度以上の温度になると当然溶けるし、あるいはそういった状況で水と反応す

ると水素を出す、そういうこと自体は考えておりました。例えばそういったことが起こっ

た時のために、冷却を多段階で準備しているのはもちろんですが、水素が出ても爆発しな

いように、水素は酸素と反応して爆発しますので、格納容器の中から酸素を追い出して全

部窒素雰囲気にするとか、そういった対応は取っておりました。しかしながらそういった

対応だけでは実は不十分で、今回は、その窒素の雰囲気で爆発を防いでいた格納容器から、

その外まで水素が出てしまって、実は格納容器の中ではなくて、原子炉建屋の中で爆発し

ていた、そういったところまで準備が不足していてこういった事態を招いたということで、
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誠に申し訳ありませんでした。そういった教訓が得られたので、今後、発電所のあるとこ

ろでは、そういった事態に対してもしっかりと対応できるような対策を取っていきたいと

考えております。 

 

○議長 

よろしいですか。はい。 

 

○葛尾村 

あと、もう一つ、議題とちょっと違うんですけれども、３号機はＭＯＸ燃料、プルトニ

ウムで運転をしていたんですよね。 

 

○議長 

すみません、御質問の件は、プルトニウムについてですか。 

 

○葛尾村 

原子力発電所自体でＭＯＸ燃料というか、プルトニウム運転されていましたよね。 

 

○議長 

ＭＯＸ燃料を当時使っていたかどうかということですね。何体か入っていたでしょうか。 

 

○東京電力（林氏） 

ＭＯＸ燃料と呼んでおります、プルトニウムを加えたリサイクル燃料、３号機におきま

しては、新装荷してございました。燃やしていました。 

 

○議長 

よろしいですか。 

 

○葛尾村 

危険度はどうなんですか。現在の状況というのは。 

 

○東京電力（林氏） 

特別プルトニウムの混合燃料、ＭＯＸ燃料が、危険ということはないというふうに思っ

ています。普通のウラン燃料と同等でございます。と申しますのは、普通のウラン燃料は、

燃焼を続けますとプルトニウムがその中にできてくるんですね。ですので、その割合とい

うのは変わらないということで御理解いただければと思います。 

 

○議長 

はい、ありがとうございました。よろしいでしょうか。核燃料の話まで入りましたけれ

ども、その他よろしいでしょうか。もし、御意見がなければ・・・どうぞ。 
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○川俣町 

廃炉にむけては３０年も４０年もかかるわけなんですけれども、今新しい技術も確立し

なければならないということで、各方面にいろんな協力をたぶん求めているんじゃないか

と思うんですね。ロボットの開発についてもそうだし、水の処理についてもそうなんです

けれども、こういうものを国が一括してまとめて、リーダーシップを取っていくというこ

との措置が今取られているのか、各省でばらばらでやっているとか、東電に任せきりにな

っているとか、そんなことがないんだろうなとは思っているんですけれども、そういうリ

ーダーシップは国でちゃんと、技術的なものは特にリーダーシップを持ってやっていらっ

しゃるのかなと、その辺のところを分かる範囲で教えてもらえたらと思います。 

 

○議長 

大変重要な論点だというふうに思うんですが、野田さん、お願いします。 

 

○内閣府 

はい、その点に関しましては、廃炉に向けた途中、技術開発を国としてきっちり支援を

するということで、技術研究組合国際廃炉研究開発機構という組織を新たに作りまして、

ＩＲＩＤと呼んでおりますけれども、先ほど東電さんの資料にもちょっと出てきた組織で

ございますが、そこでロボットの開発でございますとか、それから核種分析の技術開発で

ございますとか、燃料の信頼性のための技術開発でございますとか、一元的にやっている

ところでございます。先ほど全世界からの叡智ということで約７８０の御提案があるとい

う話をさせていただきましたけれども、それはやはりＩＲＩＤのほうである程度事務的に

公募をして、汚染水処理対策委員会のほうでそれを評価するということになってございま

して、国のほうでそこは一元的にやらせていただいているところでございます。当然、他

にＪＡＥＡ、日本原子力研究開発機構の知見も活かさせていただいてございますので、そ

ういったメンバーにもＩＲＩＤに入っていただいて一緒になってやらせていただいている

と、そういう状況でございます。 

 

○議長 

よろしいでしょうか。 

 

○川俣町 

縦割りで一番心配しているのは、水処理についても、テレビで見たところによると、水

処理の専門家がタンクを作る時も入られていなかったというようなことをちょっと耳にし

ているものですから、そういう同じような縦割りにならないように、ぜひここは国にリー

ダーシップを持ってお願いしたい、というふうに思い質問しました。 

 

○議長 

そうですね。ありがとうございました。国が一生懸命やっているという様子は分かりま

すけれども、縦割り行政ですと下から見るということがよく分かっていないというところ
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がございますので。はい、どうぞ。 

 

○川内村 

廃炉に向けては３０年４０年の体制であり、他の原発もそういう方向になろうかと思う

ので、その研修を受けられる場を建設していただきたい。それで、これは事業者に任せる

のではなくて、国において研修の場、要するに放射線とはどういうものかから始まって、

働く人、５年で１００ミリシーベルトを超えないようにということですから、年間に直し

ますと２０ミリシーベルトですね。新聞にも２０ミリシーベルトは人体には安全なんだと

いうような記事が出ましたが、そういう基本の知識を得るための研修の場、これをこの福

島県、さらには浜通り、あんまり現地から離れないところに建設してもらって、そして産

業の効率化、そういうものを高めるために、国の機関でこういうものを建設していただき

たいと私は思うんです。 

 

○議長 

研修というのは、作業員の研修ということですね。 

 

○川内村 

そうです。そういういろんな知識や、東電さんが中央操作室での操作を模擬室を作って

訓練しているような、あと、「現場はこういうところだ」とわかるよう現場を再現するなど、

廃炉に向けた知識を短時間で学べるようなそういう研修の場みたいなものを短時間に建設

して、そして全国の廃炉に関わる研修は「福島で研修してこい」みたいな、そういうとこ

ろを作ってもらいたいなと私は思うんです。 

 

○議長 

はい、一応御要望という形で受け止めていただきたいと思いますが、具体的に国でそう

いう研修の場を、東電さんは事業者として自分のところでやっているということは先ほど

の御報告により分かりましたけれども、国もそういう人材育成みたいなこと含めて、今後

３０年、４０年かかるための、言わば作業員養成といいましょうか、原子炉の廃炉に関係

する作業員を養成していくというような計画は何かございますでしょうか。 

 

○内閣府 

ロードマップの中でも、そういった教育訓練の必要性は謳っておりますので、そこで私

ども対応は取っているところでございますが、作業員用の研修の場を、国、国費でという

計画を今のところ考えている状況ではございません。一方で、３０年４０年と長期に渡る

ということで、ある意味専門知識というものが非常に必要になってきますので、いわゆる

技術開発を通じて、そういった専門の技能者を育てていこうということは現在考えている

ところでございます。要は研究開発に関しましては、ロボットに関する施設でございます

とか、そういったものは作る予定にしているという状況でございます。 
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○議長 

はい、ありがとうございました。そういう研修所を作るということに対する御回答はな

かなか難しいと思いますので、この場はひとつの要望という形で受け止めていただきたい

というふうに思います。 

その他、ぜひとも御発言したいことがありましたら。はい、どうぞ。 

 

○広野町 

広野町の秋田です。今日の議題の燃料取出しについて、説明していただいて内容は分か

りました。作業は安全第一で進めるということでありますけれども、ここが非常に大事な

話かなと思います。これは非定常作業なりますので、ケガとか大きい事故がないように、

リスクアセスをしっかりとして安全確保を図っていただきたいと思っています。何でこう

いうことをいうかというと、私が現在住んでいる広野町というのは戻れる町であります。

でも戻れる町であっても、広野町の場合は約２割の住民しか戻っていません。一つの懸念

点は、「燃料取出しに心配なところがある」と言う方が多いです。現状を踏まえ、ここは慎

重に安全第一で進めていただければと思います。私は広野町にはもう戻っておりますので、

約２割の中の一人であります。企業人として働いておりますが、風評的なものとしてお客

さんは何を言うかというと、「まだ燃料取出しできていないので心配です」と言います。国

主導で燃料取出しを進めることになると思いますけれども、安全第一で進めていただきな

がら風評的なものを払拭していただきたい。先ほど議長さんがおっしゃったとおり、「こう

いうことを進めますよ」ということで日本全国、県内ももちろんですけども、そういうＰ

Ｒをする手法を見つけていただければと思います。ホームページでのＰＲもよろしいです

けれども、職員の方が各町村で説明会を開催するなど、「こういうふうに進んでいますよ。

安全に進めますよ。」ということを、国主導で情報の発信を進めていただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

○議長 

ありがとうございました。まだまだ皆様御意見があるかというふうに思うんですが、ど

うしてもという方がおりましたら挙手をお願いしたいと思いますけどもいかがでしょうか。

大体予定の時間という形で進めてまいりましたけれども大丈夫でしょうか。なお、資料を

見て、いろいろな疑問、あるいは皆様がお戻りになって、周囲の方から「まだこういう課

題があるんじゃないか」という御指摘によって「あ、そうか」ということもあると思いま

すので、今回についても事務局のほうにメール等で追加質問、あるいは追加の疑問等につ

いて受けるような形にして取り扱いたいというふうに思っております。もし何かございま

したら、今回の議題、とりわけ汚染水対策の問題と、４号機の燃料取出しについては、こ

れからどんどん進んでいきますので、その段階段階でもあろうかとは思いますけれども、

御意見いただければありがたいというふうに思います。何よりも皆様が不安に思っている

こと、あるいは私たち自身が懸念していることというのは、やっぱりその一つ一つが安全

対策の視点になると思いますので、そこはぜひ「こんなことを言っては」と遠慮するので

はなく、ぜひ事務局のほうに御発言いただきたいというふうにお願いをしておきたいと思
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います。 

この会を打ち切る前に、専門という御立場から兼本先生に御出席いただいておりますの

で、できましたら今までの議論を踏まえた上で、汚染水対策あるいは燃料取出し、それか

ら第１回会議のことに関係しても構いませんので御発言いただければと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

○兼本教授 

会津大学の兼本でございます。４点ほどの視点で少し発言させていただこうと思うんで

すが、３日ほど前に私も４号機の燃料取出しの現場を見させていただきました。１年前に

も同じところに行ったんですが、その時は燃料プールが野ざらしの状態であり、比べます

と屋根が付いて線量も下がっている状態で、かなり改善されていると、進捗が見られると

いうようなことは実感として持ったんですが、ただ、これから本当に大事な燃料の移動作

業というものが始まります。しかも１年間ですね。やはり慎重にやっていただきたい。か

といって時間ばかりかけると、今のこの状態のリスクをそのまま残こすことになりますの

で、慎重な上になるべく速くやって欲しいということをお願いしておきたいと思います。

あと先ほどのヒューマンエラーに関連してですけれども、やはりああいう環境で全面マス

クですとか、場所によっては半面マスクで作業できるというような話を昨日聞いたんです

が、そういうところでの作業になりますので、１年という長い作業なので、その状況を適

宜こういう場で説明していただいて、安心してもらうといったことが大事じゃないかと思

います。 

それから２つ目の論点、規制庁さんのほうから全体でのリスク低減を目指していくとい

うお話があったんですが、どうしても我々はマスコミの報道でしか情報を得られない状況

で、私も新聞情報に頼っているんですけれども、この前の会議の時には、トレンチの汚染

水ですとか、それから地下水バイパスですね、そういうものが話題になっていまして、今

回はタンクからの汚染水の漏洩というようなことで、我々の焦点というのはどんどん移っ

ていくので、やはり本当に危ないところを忘れないように、そこの対策をきちんと報告し

て欲しいなと思います。先ほどのトレンチの汚染水というのは一番リスクが高いという話

は私自身そう思いますが、それの進捗状況というのはマスコミにあまり出てこないので、

そのこともきちんとマスコミに取り上げてもらうように、これからも説明されるといいか

なと思います。 

それから３つ目は、渡邊先生がお話されたロードマップのことなんですが、やはりこう

いう場面のロードマップとか工程表というのは、どういう手段であるかということではな

くて、いつできるかという約束をしていただけると一番ありがたいと思います。我々、専

門家ではない人が聞くわけなので、手段ということではなくて、目標時期をちゃんと書い

ていただきたいなと。今回４号機の燃料取出しを１か月前倒しという話がありましたけれ

ども、これは具体的な例で、当初から「この時期に取り出しましょう」という計画でやっ

ていて、それが少し変わったということで良かったと思いますが、やっぱりその時期があ

れば、そこから遅れたり、それから早くなったりというその理由をちゃんと聞くことがで

きて、そこで本当の問題が我々にも分かってくるんではないかというような気がします。
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今回の資料のいろんなところで、汚染水から６２種の核種を浄化するということが具体的

に入っていて、これを見ますと、平成２７年、２年後ぐらいには貯蔵している中高レベル

の汚染水がほとんど低レベルの汚染水になるようなデータが出ているんですけれども、そ

ういうものをもうちょっと分かりやすく時期を明示していただきたいなと思います。そう

いう意味では、汚染水についてもやはりいつ止水できるのか、格納容器からの水漏れにつ

いて初めて見つかったという今朝のニュースもありましたけれども、それで止水はいつで

きるんでしょうか、それから建屋の止水はいつできるんでしょうか、というやはり目標を

明記して、そこからズレを説明してもらうと分かりやすいという感想を持ちました。それ

で、いろんな対策そのものは、今日説明しきれなかったんだろうと思いますが、資料を見

ているといろんな視点でちゃんと検討しておられるということで、これを早く実現してほ

しいということでございます。 

あと４つ目は、先ほどの研究開発の件ですけれども、約７８０の提案が集まって、それ

に我々は期待を持つということになるんですが、実は私自身も研究者なので、研究者の感

覚ですと、実用性に対する感覚と、現場の感覚にかなり乖離がありますので、研究のため

の研究にならないように、やはり本当に現場に足を運んでもらって、早く役に立つものを

作っていただきたいということを私からお願いしておきたいと思います。 

その４点を申し上げたいというふうに思います。 

 

○議長 

ありがとうございました。皆様からの大変貴重な御意見、本当にありがとうございまし

た。今日は第２回の会議ということでまとめさせていきますが、まず事業者である東電さ

んのほうに３点まとめをしたいというふうに思います。 

１点目は、第１回県民会議でも申し上げました、今も兼本先生からもありましたけれど

も、ロードマップの作成です。これはぜひ国のほうにもお願いをしたいというふうに思い

ます。やはり分かるロードマップをもう一度作成していただいて、できればこの県民会議

にも提出をお願いしたいというふうに思います。兼本先生にも表明していただきましたけ

れども、要するに作業がわかるような、あるいは確認できるような内容をぜひ検討してほ

しい。おそらく東電さんなり国なりは、あんまり国民に負担を強いたりリスクばかりを話

したりしていても仕方ないという思いがあるかもしれませんが、たぶん、私も県民の一人

として思うのは、知らされないほうがむしろ不安で大変なんです。ですからリスクを含め

ても、こういう事故が起きていますので、私たち県民も共有していると思っていただいて

いいんじゃないかと思うんですね。そういう意識を踏まえて、ロードマップというものが

どういうステップがあってどういうリスクがあってということが、明確に分かりやすく進

捗状況が分かるようなロードマップの作成をお願いしたいというのが、前回の第１回目に

引き続いて国と東電さんのほうにお願いをしたいということで、１つの意見としたいと思

います。 

２点目は、汚染水対策ですが、かなり本当に総力を挙げてやっているという様子がよく

わかりますけれども、迅速にかつ的確な対応をした上で、進捗状況が分かるような情報公

開といいますか情報提供の行い方、そういうものを兼ね合わせた形での汚染水対策という
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ものを少し進めていただけないだろうかということです。要するに、作業員の確保なども

含めて、的確に迅速に対応していく様子が分かるような検討をぜひお願いしたいというこ

とです。今でも十分やられていると思いますけれども、今日の議論を聞いてもその点はな

かったと我々理解をしていますので、改めてその辺のところをまとめていただきたいと思

います。 

３点目は、言わば今回の４号機の燃料取出しについてですけれども、やっぱりこれにつ

いても、１年間なら１年間で結構なんですが、十分に安全を管理した上で、ステップとリ

スクを明確にした工程表を作っていただけないかということです。要するに、県民もいっ

しょになって廃炉の過程が見えるような形にしてほしいというのが全体の流れでございま

す。この３点をお願いしたいと思います。 

それから、国のほうについては、ロードマップは東電さんと共同で作られるんだと思い

ますけれども、併せて、今問題になっている技術開発の問題、これはやっぱり世界の叡智

を一元化して、迅速な対応ができる体制を整えてほしいというふうに思います。 

規制庁さんについては、今日特に問題があったというわけではありませんが、安全基準

の確立といいましょうか、独立性というものを担保してほしいということで、これはぜひ

強くお願いをしたいと思います。担保するためにどうするのかをきちんと考えてほしい、

特にトリチウム問題も含め、委員長さんの海に放出していいと話したことが報道されたり、

汚染水についてもタンクに貯蔵するようにと言ったものが地下貯水槽に移送したりという

ような状況で、県民のほうから見ると規制庁自身が右往左往している状況と見て取れます

ので、やはり安全確保を担う規制庁として、安全管理の確立ということをきちんと確認し

た上でやっていただきたい。できれば、たぶん今の監視体制というのは東電さんが汚染水

を測るとか、事業者が測るのを見ているだけだと思うんですが、可能であれば、本当にそ

の汚染水がそういう値かどうかということも含めて、規制庁が独自に安全監視なり計測体

制を整えていただくと二重チェックができますので、そういう点も検討していただきたい

というふうに思います。 

そういうふうに三者に対しまとめたいと思うんですが、よろしいでしょうか。もし何か

追加がございましたらと思いますが。とりあえずこれについては、申し訳ありませんが次

回の会合もありますので、できましたら１１月２９日までに事務局のほうにそれぞれ御回

答いただきたいと思います。ロードマップもたぶん１１月２９日までにはできないと思う

んですが、方針としてどのような形で対応するのかということを含めて、ぜひ御検討いた

だきたいというふうに思います。それから今日お集まりになりました県民会議の皆様のほ

うについては、先ほど申し上げましたように、議長としてもいろいろな不十分な点がある

かとは思いますけれども、なるべく皆様の要望なりを反映して、安全確保に役立てていた

だきたいというふうに思いますので、また後で事務局のほうに、御意見等、あるいは追加

等がありましたらお願いしたいと思います。こんなまとめでよろしいでしょうか。ありが

とうございます。それではそういう形で確認をしたということで、本日の会議を終わりに

したいと思います。 

最後に事務局のほうから、御連絡のほうをお願いしたいと思います。 
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○事務局 

それでは、今議長からのお話がありましたけれども、国と東京電力におきましては、只

今議長が取りまとめた事項につきまして、１１月２９日までに回答をお願いしたいと思い

ます。また、先ほど議長からもお話がありましたけれども、本日の議題について御意見、

御質問、出し切れなかった部分、これにつきましては、後日文書で御照会させていただき

ますので、こちらについても１１月２９日までに皆様からの提出をお願いしたいというこ

とでございます。いただいた御意見につきましては、事務局のほうで取りまとめて、国と

東京電力のほうに回答を求めまして、取りまとめた上で、次回会議の前には、皆様の方に

お送りできるようにいたしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

※議長要請事項に対する回答はこちら 

追加意見等に対する回答は  こちら 

 

○議長 

はい、ありがとうございました。それでは、以上で本日の議事を終了したいと思います。

次回は２月頃を目途に第３回を開催したいというふうに思います。引き続き原発の状況を

確認していきたいと思いますし、皆様が日頃思っている不安、それから懸念というものは、

何度も申し上げますけれども大変重要な安全の言わば確認になってきますので、引き続き

御協力のほどお願いをして、本日の会議を終了させていただきたいと思います。東京電力、

国の皆様、規制庁の皆様、それから事務局、それからお集まりいただいた皆様、本当に今

日はありがとうございました。 

 

○司会 

ありがとうございました。最後に、県生活環境部、古市次長から一言申し上げます。 

 

○古市県生活環境部次長 

長時間に渡りまして、多くの貴重な御意見をいただきまして誠にありがとうございまし

た。本日皆様からいただきました、御意見等につきましては、しっかりと国及び東京電力

の方への要請、申入れに反映してまいりたいと考えております。 

先ほどもありましたが、喫緊の課題であります汚染水対策につきましては、一刻も早く

解決がなされるよう、国並びに東京電力におきましては、しっかりとした対応を改めてよ

ろしくお願い申し上げます。 

また、今月中には４号機からの燃料取出しが開始されます。作業期間が１年間と長期に

なりますので、県としましても、廃炉安全監視協議会等を通じまして、しっかりと監視し

てまいりたいと考えておりまして、その際には、本日の意見等もしっかり踏まえながら対

応してまいりたいと考えております。 

本日は長時間に渡りまして、誠にありがとうございました。今後ともよろしくお願い申

し上げます。 

 

http://wwwcms.pref.fukushima.jp/download/1/131115kennminnkaigi_gityouyousei.pdf
http://wwwcms.pref.fukushima.jp/download/1/131115kennminnkaigi_kouseiinniken.pdf

